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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
が
日
本
全
国

で
過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
る
中
、
新
潟
県
に
お
い

て
も
、
2
0
2
5
年
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
が
約

84
万
9
，0
0
0
人
（
前
年
度
比
60
・
６
％
増
）
と
過

去
最
多
を
記
録
し
、
全
国
２
位
の
伸
び
率
を
達
成
し

ま
し
た
。
し
か
し
傾
向
と
し
て
は
、
雪
を
目
的
と
し

た
冬
季
の
来
訪
が
多
く
、
各
地
域
に
お
け
る
通
年
で

の
誘
客
に
は
課
題
が
残
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
2
0
2
4
年
７
月
に
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
佐
渡
島
の
金
山
」
を
持

つ
佐
渡
市
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
・
受
入
体
制
整

備
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、

取
材
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
佐
渡
市
の
挑
戦
を

深
掘
り
し
な
が
ら
、
県
内
他
市
町
村
が
今
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
施
策
を
検
討
す
る
う
え
で
の
ヒ
ン
ト
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費
単
価
は
国
内
旅
行
者
の
2

〜
3
倍
と
も
い
わ
れ
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は

大
き
く
、
観
光
庁
が
重
視
す
る
「
高
付
加
価
値
旅
行

者
層
」（
１
回
の
訪
日
で
1
0
0
万
円
以
上
を
消
費
す

る
富
裕
層
）
を
地
方
に
呼
び
込
む
こ
と
は
、
い
ま
や

国
の
重
要
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
新
潟
県
で
は
2
0
2
4

年
９
月
に
「
佐
渡
・
新
潟
エ
リ
ア
」
が
観
光
庁
の
「
地

方
に
お
け
る
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地

づ
く
り
事
業
」
の
モ
デ
ル
観
光
地
（
〜
2
0
2
7
年
度

ま
で
の
事
業
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ア
バ
リ
ュ
ー

を
「
大
地
と
雪
の
恩
恵
」
と
定
め
、
エ
リ
ア
全
体
の
高

付
加
価
値
化
が
本
格
的
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
内
旅
行
者
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
に
よ
り
今
後
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、「
将
来

の
観
光
需
要
を
支
え
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
い

う
認
識
は
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
ま
だ
先
の
こ
と
」

で
は
な
く
、
今
か
ら
受
入
体
制
の
整
備
を
始
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
佐
渡
島
の
金
山
」
は
1
6
0
1
年
の
開
山
以
来
、

江
戸
幕
府
の
財
政
を
支
え
た
日
本
最
大
級
の
金
銀
山
。

手
作
業
で
金
を
採
掘
し
続
け
た
技
術
体
系
と
、
そ
の

生
産
体
制
を
伝
え
る
鉱
山
跡
や
鉱
山
町
が
現
在
も
残

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
2
0
2
4
年
７
月
27
日
、
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
登
録
後
は
国
内
旅
行
者
の
増
加
が
顕
著
で
、

2
0
2
5
年
の
総
入
込
客
数
は
約
49
万
7
，0
0
0
人

（
2
0
2
6
年
目
標
55
万
人
、
2
0
2
7
年
目
標
60
万

人
）
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
込
み
か
ら
順
調
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
目
立
つ
の
は
「
新
規
訪
問
者
」
の

増
加
で
あ
り
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
効
果
で
関
西
・

北
海
道
・
中
国
・
四
国
・
九
州
な
ど
遠
方
か
ら
の
来

島
者
が
増
え
て
お
り
、
全
国
的
な
認
知
度
向
上
と
い

う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
2
0
2
5
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
7
，1
5
5

人
と
コ
ロ
ナ
前
（
約
8
，0
0
0
人
弱
）
の
水
準
ま
で

あ
と
１
割
の
と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
、
現
在
の
構
成
は

台
湾
が
約
25
％
で
最
多
、
次
い
で
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
中
国
（※

）、
香
港
と
続
き
ま
す
。
今
回
、

佐
渡
市
観
光
振
興
課
に
取
材
を
行
う
中
で
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
へ
の
効
果

は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
継
続
し
た
認
知
度
向
上
へ

の
取
組
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　※

台
湾
・
香
港
・
マ
カ
オ
を
除
く
地
域

① 

認
知
度
向
上
が
最
優
先 ―

―
 「

外
国
人
旅
行
客
誘

致
事
業
」
と
４
カ
国
重
点
戦
略

　「
世
界
文
化
遺
産
の
認
知
は
、
国
内
で
は
好
調
で
す

が
、
海
外
で
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。
香
港
で

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
も
、
佐
渡
と
い
う
名
前
す
ら
知

ら
な
い
方
が
大
半
で
し
た
。」
取
材
で
そ
う
語
っ
た
佐

渡
市
観
光
振
興
課
の
番
場
さ
ん
の
言
葉
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
の
難
し
さ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　
佐
渡
市
が
2
0
2
5
年
度
か
ら
本
格
始
動
さ
せ
た

の
が
、
地
域
未
来
交
付
金
（
地
域
未
来
推
進
型
（
旧
・

第
２
世
代
交
付
金
））
を
活
用
し
た
「
外
国
人
旅
行
客

誘
致
事
業
」
で
す
。
今
年
度
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
台
湾
・

中
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て
近
年
旅
行
者
数
の

伸
び
が
大
き
い
フ
ラ
ン
ス
の
4
カ
国
に
絞
り
、
主
に

個
人
旅
行
者
（
F
I
T
）
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

注
力
。
国
ご
と
に
特
性
を
分
析
し
た
う
え
で
最
適
な

手
法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
圏
（
台
湾
・
中
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
対

し
て
は
S
N
S
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招
聘
を
主
軸

に
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
現
地
の
旅
行
メ
デ
ィ
ア
へ

の
掲
載
を
積
極
展
開
。
ま
た
、
世
界
的
な
自
転
車
メ
ー

カ
ー
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」
を
擁
す
る
台
湾
に
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
案
す
る
な
ど
、
国
ご
と
の

フ
ッ
ク
を
探
し
な
が
ら
地
道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
県
が
狙
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
高

付
加
価
値
旅
行
者
層
も
厚
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は

県
と
連
携
し
な
が
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
現
地
の
旅
行
会

社
や
メ
デ
イ
ア
の
招
聘
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

② 

デ
ジ
タ
ル
で
＂選
ば
れ
る
佐
渡
＂を
つ
く
る ―

―
 

S
N
S
口
コ
ミ
創
出
と
受
入
環
境
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
認
知
度
向
上
の
も
う

一つの
柱
が
、2
0
2
6

年
7
月
か
ら
開
始
し
て

い
る
U
G
C（
ユ
ー
ザ
ー

生
成
コン
テ
ン
ツ
）キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。佐
渡
を

訪
れ
た
一
般
の
旅
行

者
が「
発
信
し
た
く

な
る
仕
掛
け
」と
し

て
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
高
い
S
N
S
投
稿

者
に「
佐
渡
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
１
年
分
」「
乗
船

券
と
宿
泊
券
or
食
事

券
セ
ッ
ト
」と
い
っ
た

景
品
を
贈
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
費
用
の
一
部
は
佐
渡
汽
船
や
宿
泊
施
設
か
ら
の
協

賛
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
官
民
連
携
の
リ
ピ
ー
タ
ー
育

成
策
で
も
あ
り
ま
す
。「
ま
ず
来
て
も
ら
い
、
体
験
し

て
も
ら
い
、
情
報
を
拡
散
し
て
も
ら
う―

―

こ
の
需

要
の
連
鎖
を
デ
ジ
タ
ル
で
先
回
り
し
て
創
出
す
る
。」

（
番
場
さ
ん
）
と
い
う
発
想
は
、
予
算
に
制
約
の
あ
る
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
「
受
入
環
境
の
デ

ジ
タ
ル
化
」
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
多
言
語

看
板
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
は
維
持
管
理
コ
ス
ト
を
伴

い
ま
す
が
、
佐
渡
市
は
ソ
フ
ト
対
策
で
の
環
境
整
備

に
注
力
し
、
市
内
民
間
事
業
者
へ
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
G
o
o
g
l
e
の
検
索
や
マ
ッ

プ
に
表
示
さ
れ
る
店
舗
や
企
業
の
情
報
）
の
充
実
に

つ
い
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
選
ば
れ
る
地
域
」
に
な

る
こ
と
を
重
視
し
、
情
報
に
厚
み
を
も
た
せ
、
見
つ

け
や
す
く
し
、
旅
行
者
の
「
行
き
た
い
」
と
い
う
ニ
ー

ズ
を
創
出
。
人
が
来
れ
ば
民
間
も
投
資
を
始
め
る
と

い
う
「
誘
客
先
行
・
民
間
主
導
」
の
好
循
環
を
生
み

出
す
戦
略
で
す
。

③ 

富
裕
層
の
心
を
つ
か
む
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ 

―
―
 

人
間
国
宝
や
芸
能
で
魅
了
す
る
「
本
物
の
体
験
」

　
観
光
庁
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー

事
業
」
を
活
用
し
、
佐
渡
市
と
D
M
O
で
あ
る
佐
渡

観
光
交
流
機
構
は
富
裕
層
向
け
の
高
付
加
価
値
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
核
心
に
あ

る
の
は
「
本
物
と
の
出
会
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
。

旅
行
者
に
特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
代
表
的
な
３
つ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
著
名
な
方
が
こ
れ
ら
の
体
験
の
様
子
を

S
N
S
で
発
信
し
た
こ
と
で
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、「
誰
も
知
ら
な
い
本
物
を
体

験
し
た
」
と
い
う
希
少
性
と
「
そ
こ
で
し
か
得
ら
れ

な
い
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
対
し
て
対
価
を
払
い
ま
す
。

人
間
国
宝
・
世
界
的
芸
能
集
団
・
歴
史
的
な
鉱
山
遺

産
と
い
う
、
佐
渡
の
「
唯
一
無
二
の
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
体
験
の
深
さ
に
価
値
を
置
く
取

組
は
、
ま
さ
に
そ
の
需
要
に
応
え
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

【近隣県の外国人旅行者数の比較】

新潟県は2025年に前年比で突出した伸び率を記録したが、2025年の外国人旅行者
数を比較すると、長野県は新潟県の約3倍、石川県も約2.5倍の来訪があり、誘客拡大
の伸びしろがある。

【フォトジェニックな佐渡の人気スポット（写真左：万畳敷、写真右：北沢浮遊選鉱場跡）】

【アクティビティや自然、文化を満喫するアドベンチャー・ツーリズムも世界の旅行トレンド】

　
佐
渡
市
の
取
組
か
ら
、
県
内
市
町
村
が
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
受
入
を
進
め
る
う
え
で
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
な

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。
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１ 

な
ぜ
今
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
体
制
の
整
備
が
必
要
か

２ 

世
界
遺
産
登
録
が
も
た
ら
し
た
変
化――

佐
渡
市
の
現
状

３ 

佐
渡
市
の
先
進
的
取
組

【取材に対応いただいた
佐渡市観光振興課・番場さん】

「
金
山
」が
拓
く
、

新
潟
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
新
時
代
へ

〜
世
界
遺
産「
佐
渡
島
の
金
山
」を
契
機

と
し
た
佐
渡
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入

環
境
整
備
事
業
〜

特  
集
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
が
日
本
全
国

で
過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
る
中
、
新
潟
県
に
お
い

て
も
、
2
0
2
5
年
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
が
約

84
万
9
，0
0
0
人
（
前
年
度
比
60
・
６
％
増
）
と
過

去
最
多
を
記
録
し
、
全
国
２
位
の
伸
び
率
を
達
成
し

ま
し
た
。
し
か
し
傾
向
と
し
て
は
、
雪
を
目
的
と
し

た
冬
季
の
来
訪
が
多
く
、
各
地
域
に
お
け
る
通
年
で

の
誘
客
に
は
課
題
が
残
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
2
0
2
4
年
７
月
に
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
佐
渡
島
の
金
山
」
を
持

つ
佐
渡
市
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
・
受
入
体
制
整

備
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、

取
材
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
佐
渡
市
の
挑
戦
を

深
掘
り
し
な
が
ら
、
県
内
他
市
町
村
が
今
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
施
策
を
検
討
す
る
う
え
で
の
ヒ
ン
ト
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費
単
価
は
国
内
旅
行
者
の
2

〜
3
倍
と
も
い
わ
れ
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は

大
き
く
、
観
光
庁
が
重
視
す
る
「
高
付
加
価
値
旅
行

者
層
」（
１
回
の
訪
日
で
1
0
0
万
円
以
上
を
消
費
す

る
富
裕
層
）
を
地
方
に
呼
び
込
む
こ
と
は
、
い
ま
や

国
の
重
要
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
新
潟
県
で
は
2
0
2
4

年
９
月
に
「
佐
渡
・
新
潟
エ
リ
ア
」
が
観
光
庁
の
「
地

方
に
お
け
る
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地

づ
く
り
事
業
」
の
モ
デ
ル
観
光
地
（
〜
2
0
2
7
年
度

ま
で
の
事
業
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ア
バ
リ
ュ
ー

を
「
大
地
と
雪
の
恩
恵
」
と
定
め
、
エ
リ
ア
全
体
の
高

付
加
価
値
化
が
本
格
的
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
内
旅
行
者
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
に
よ
り
今
後
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、「
将
来

の
観
光
需
要
を
支
え
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
い

う
認
識
は
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
ま
だ
先
の
こ
と
」

で
は
な
く
、
今
か
ら
受
入
体
制
の
整
備
を
始
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
佐
渡
島
の
金
山
」
は
1
6
0
1
年
の
開
山
以
来
、

江
戸
幕
府
の
財
政
を
支
え
た
日
本
最
大
級
の
金
銀
山
。

手
作
業
で
金
を
採
掘
し
続
け
た
技
術
体
系
と
、
そ
の

生
産
体
制
を
伝
え
る
鉱
山
跡
や
鉱
山
町
が
現
在
も
残

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
2
0
2
4
年
７
月
27
日
、
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
登
録
後
は
国
内
旅
行
者
の
増
加
が
顕
著
で
、

2
0
2
5
年
の
総
入
込
客
数
は
約
49
万
7
，0
0
0
人

（
2
0
2
6
年
目
標
55
万
人
、
2
0
2
7
年
目
標
60
万

人
）
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
込
み
か
ら
順
調
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
目
立
つ
の
は
「
新
規
訪
問
者
」
の

増
加
で
あ
り
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
効
果
で
関
西
・

北
海
道
・
中
国
・
四
国
・
九
州
な
ど
遠
方
か
ら
の
来

島
者
が
増
え
て
お
り
、
全
国
的
な
認
知
度
向
上
と
い

う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
2
0
2
5
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
7
，1
5
5

人
と
コ
ロ
ナ
前
（
約
8
，0
0
0
人
弱
）
の
水
準
ま
で

あ
と
１
割
の
と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
、
現
在
の
構
成
は

台
湾
が
約
25
％
で
最
多
、
次
い
で
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
中
国
（※

）、
香
港
と
続
き
ま
す
。
今
回
、

佐
渡
市
観
光
振
興
課
に
取
材
を
行
う
中
で
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
へ
の
効
果

は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
継
続
し
た
認
知
度
向
上
へ

の
取
組
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　※

台
湾
・
香
港
・
マ
カ
オ
を
除
く
地
域

① 

認
知
度
向
上
が
最
優
先 ―

―
 「

外
国
人
旅
行
客
誘

致
事
業
」
と
４
カ
国
重
点
戦
略

　「
世
界
文
化
遺
産
の
認
知
は
、
国
内
で
は
好
調
で
す

が
、
海
外
で
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。
香
港
で

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
も
、
佐
渡
と
い
う
名
前
す
ら
知

ら
な
い
方
が
大
半
で
し
た
。」
取
材
で
そ
う
語
っ
た
佐

渡
市
観
光
振
興
課
の
番
場
さ
ん
の
言
葉
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
の
難
し
さ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　
佐
渡
市
が
2
0
2
5
年
度
か
ら
本
格
始
動
さ
せ
た

の
が
、
地
域
未
来
交
付
金
（
地
域
未
来
推
進
型
（
旧
・

第
２
世
代
交
付
金
））
を
活
用
し
た
「
外
国
人
旅
行
客

誘
致
事
業
」
で
す
。
今
年
度
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
台
湾
・

中
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て
近
年
旅
行
者
数
の

伸
び
が
大
き
い
フ
ラ
ン
ス
の
4
カ
国
に
絞
り
、
主
に

個
人
旅
行
者
（
F
I
T
）
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

注
力
。
国
ご
と
に
特
性
を
分
析
し
た
う
え
で
最
適
な

手
法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
圏
（
台
湾
・
中
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
対

し
て
は
S
N
S
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招
聘
を
主
軸

に
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
現
地
の
旅
行
メ
デ
ィ
ア
へ

の
掲
載
を
積
極
展
開
。
ま
た
、
世
界
的
な
自
転
車
メ
ー

カ
ー
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」
を
擁
す
る
台
湾
に
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
案
す
る
な
ど
、
国
ご
と
の

フ
ッ
ク
を
探
し
な
が
ら
地
道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
県
が
狙
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
高

付
加
価
値
旅
行
者
層
も
厚
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は

県
と
連
携
し
な
が
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
現
地
の
旅
行
会

社
や
メ
デ
イ
ア
の
招
聘
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

② 

デ
ジ
タ
ル
で
＂選
ば
れ
る
佐
渡
＂を
つ
く
る ―

―
 

S
N
S
口
コ
ミ
創
出
と
受
入
環
境
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
認
知
度
向
上
の
も
う

一つの
柱
が
、2
0
2
6

年
7
月
か
ら
開
始
し
て

い
る
U
G
C（
ユ
ー
ザ
ー

生
成
コン
テ
ン
ツ
）キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。佐
渡
を

訪
れ
た
一
般
の
旅
行

者
が「
発
信
し
た
く

な
る
仕
掛
け
」と
し

て
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
高
い
S
N
S
投
稿

者
に「
佐
渡
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
１
年
分
」「
乗
船

券
と
宿
泊
券
or
食
事

券
セ
ッ
ト
」と
い
っ
た

景
品
を
贈
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
費
用
の
一
部
は
佐
渡
汽
船
や
宿
泊
施
設
か
ら
の
協

賛
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
官
民
連
携
の
リ
ピ
ー
タ
ー
育

成
策
で
も
あ
り
ま
す
。「
ま
ず
来
て
も
ら
い
、
体
験
し

て
も
ら
い
、
情
報
を
拡
散
し
て
も
ら
う―

―

こ
の
需

要
の
連
鎖
を
デ
ジ
タ
ル
で
先
回
り
し
て
創
出
す
る
。」

（
番
場
さ
ん
）
と
い
う
発
想
は
、
予
算
に
制
約
の
あ
る
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
「
受
入
環
境
の
デ

ジ
タ
ル
化
」
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
多
言
語

看
板
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
は
維
持
管
理
コ
ス
ト
を
伴

い
ま
す
が
、
佐
渡
市
は
ソ
フ
ト
対
策
で
の
環
境
整
備

に
注
力
し
、
市
内
民
間
事
業
者
へ
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
G
o
o
g
l
e
の
検
索
や
マ
ッ

プ
に
表
示
さ
れ
る
店
舗
や
企
業
の
情
報
）
の
充
実
に

つ
い
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
選
ば
れ
る
地
域
」
に
な

る
こ
と
を
重
視
し
、
情
報
に
厚
み
を
も
た
せ
、
見
つ

け
や
す
く
し
、
旅
行
者
の
「
行
き
た
い
」
と
い
う
ニ
ー

ズ
を
創
出
。
人
が
来
れ
ば
民
間
も
投
資
を
始
め
る
と

い
う
「
誘
客
先
行
・
民
間
主
導
」
の
好
循
環
を
生
み

出
す
戦
略
で
す
。

③ 

富
裕
層
の
心
を
つ
か
む
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ 

―
―
 

人
間
国
宝
や
芸
能
で
魅
了
す
る
「
本
物
の
体
験
」

　
観
光
庁
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー

事
業
」
を
活
用
し
、
佐
渡
市
と
D
M
O
で
あ
る
佐
渡

観
光
交
流
機
構
は
富
裕
層
向
け
の
高
付
加
価
値
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
核
心
に
あ

る
の
は
「
本
物
と
の
出
会
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
。

旅
行
者
に
特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
代
表
的
な
３
つ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
著
名
な
方
が
こ
れ
ら
の
体
験
の
様
子
を

S
N
S
で
発
信
し
た
こ
と
で
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、「
誰
も
知
ら
な
い
本
物
を
体

験
し
た
」
と
い
う
希
少
性
と
「
そ
こ
で
し
か
得
ら
れ

な
い
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
対
し
て
対
価
を
払
い
ま
す
。

人
間
国
宝
・
世
界
的
芸
能
集
団
・
歴
史
的
な
鉱
山
遺

産
と
い
う
、
佐
渡
の
「
唯
一
無
二
の
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
体
験
の
深
さ
に
価
値
を
置
く
取

組
は
、
ま
さ
に
そ
の
需
要
に
応
え
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

【地域の本物が世界の高付加価値旅行者を魅了する（写真左：無名異焼の制作体験、写真右：鬼太鼓）】

人間国宝・伊藤赤儘（五代・伊藤赤水）氏の無名異焼を通じ、佐渡金山の
歴史と芸術文化を体感するプラン。鉄分を含む赤褐色の土「無名異土」で
作陶し、金山の文化と工芸の融合を学ぶ特別体験。佐渡の自然と伝統に触れ、
創作を通じて感性を磨くツアーです。

歴史を移す土
無名異焼でたどる佐渡金山

太鼓芸能集団「鼓童」
稽古場プライベート体験・
公演

佐渡が紡ぐ芸能を訪ねて
プレミアム鬼太鼓体験

世界を舞台に活躍する太鼓芸能集団「鼓童」の普段立ち入ることのできな
い稽古場で特別公演をお楽しみいただけます。稽古場内を見学するほか、
太鼓やバチについて演奏者から直接話を聞くことができるプレミアム感と
希少性が両立するツアーです。

佐渡の伝統芸能「鬼太鼓」を通じて、島の歴史と文化を体感するプラン。
太鼓作りや舞の見学、地元職人との交流を通じて、佐渡が誇る芸能の魂に
触れる特別な旅。自然と人の調和が生む迫力ある芸能を間近で楽しめるツ
アーです。

コンテンツ 特徴
4カ国（台湾・中国・シンガポール・
フランス）に絞り、国ごとに最適
手法でアプローチ

全方位ではなく「刺さる市場」を数カ
国に絞り込み、継続的なプロモーショ
ンを展開する

特産品・体験との組み合わせで、行政
コストを抑えたSNS拡散のしくみをつ
くる

①

②

③

④

ターゲットを絞る

SNSを活用した口コミ創出
～UGCで広告費を抑制～

「米1年分」「特産品セット」をフッ
クに旅行者をアンバサダー化（民
間も一部協賛）

地域の「本物（伝統工芸や農業体験な
ど）」を磨きあげ、付加価値の高い滞
在型コンテンツを造成

高付加価値コンテンツ
で富裕層を呼び込む

無名異焼体験・鼓童稽古場体験、
伝統芸能等を軸に商品を造成・販
売

ハード整備の前に「デジタルで選ばれ
る地域」になることが先決。訪問者が
増えれば民間が動く

まず誘客、後から投資
～需要を先に作る～

行きたい、体験したい、情報を発
信したいという需要と連鎖をデジ
タルで先回りして創出

⑤ 地域未来交付金（地域未来推進型）は
観光・インバウンド誘客にも活用可能

地域未来交付金をイン
バウンド施策に積極活用

インバウンドに限らず、観光誘
客に関する事業を幅広に交付金
で計上

ポイントNo. 佐渡市の事例 他市町村での応用イメージ

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用
し
た

佐
渡
市
の
事
業

　
佐
渡
市
は
内
閣
府
の
「
地
域
未
来
交
付
金
（
地

域
未
来
推
進
型
（
旧
・
第
２
世
代
交
付
金
））」
を

活
用
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
中
核
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
に
は
「
世
界
文

化
遺
産
『
佐
渡
島
の
金
山
』
歴
史
・
文
化
を
核
と

し
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
推
進

事
業
」
を
実
施
。
２
０
２
６
年
度
は
前
項
で
も
紹

介
し
た
「
外
国
人
旅
行
客
誘
致
事
業
」
に
よ
る
４

カ
国
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
佐
渡
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
モ
デ
ル
コ
ー
ス
造
成
等
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
と

創
意
工
夫
に
基
づ
く
取
組
を
幅
広
く
支
援
す
る
も

の
で
、
観
光
振
興
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
よ
う

な
地
域
経
済
維
持
・
拡
大
の
取
組
に
も
積
極
的
に

活
用
で
き
ま
す
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
文
脈
で
積

極
的
な
活
用
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
活
用
の
ご
相
談
は
新
潟
県
市
町
村
課
財
政
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

新
潟
県
総
務
部
市
町
村
課
財
政
班

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５

－
２
８
０

－

５
０
５
８

　
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
世
界
文
化
遺
産

に
依
存
し
な
い
佐
渡
市
の
姿
勢

で
し
た
。「
認
知
度
向
上
は
地
道

に
や
り
続
け
る
し
か
な
い
」
と
い

う
番
場
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
本
質
が
凝
縮
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
を
初
め
て
訪
れ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
大
都
市
を
嗜
好
す
る
一

方
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
「
ま
だ
見
ぬ

本
物
の
日
本
」
を
探
し
て
地
方
へ

向
か
い
は
じ
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
と
い
う
「
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
価
値
」
を
磨
く
こ

と
は
、
佐
渡
市
の
み
な
ら
ず
、
新

潟
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
の
突

破
口
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
地
域
未
来
交
付
金
等
を
活
用
い

た
だ
き
、
新
潟
県
が
世
界
の
旅
行

者
を
魅
了
す
る
観
光
地
と
な
っ
て

欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
佐
渡
市
の
取
組
か
ら
、
県
内
市
町
村
が
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
受
入
を
進
め
る
う
え
で
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
な

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。

４ 

佐
渡
市
の
取
組
か
ら
参
考
に
で
き
る「
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

５ 

取
材
を
終
え
て
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新潟県地域おこし協力隊
（ニイガタコラボレーターズ）

　　ユ ミンヒョンさん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
新
潟
で
活
動
す
る
ま
で

ユ 

ミ
ン
ヒ
ョ
ン
さ
ん

現
在
の
活
動
内
容

今
後
の
展
望

　
今
回
は
、
県
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊（
ニ
イ
ガ
タ
コ

ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
ズ
）と
し
て
令
和
７
年
度
か
ら
活
動
す

る
ユ 

ミ
ン
ヒ
ョ
ン
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ユ
さ
ん
は
、県
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
は
初
め
て

の
外
国
籍
の
隊
員
と
し
て
、県
内
在
住
外
国
人
の
日
本
語

教
育
の
推
進
を
中
心
に
、外
国
人
材
の
定
着
支
援
や
地
域

活
動
へ
の
参
画
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
ユ
さ
ん
に
、協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
や
取
組
、今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

―
―

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
2
0
2
0
年
12
月
、J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
初
め
て
新

潟
県
に
着
任
し
ま
し
た
。J
E
T
国
際
交
流
員
と
し
て
県
庁
の

国
際
課
に
配
属
さ
れ
、約
４
年
間
、主
に
通
訳・翻
訳
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、小
中
学
校
か
ら「
韓
国
に
つい
て

紹
介
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、文
化

理
解
講
座
を
何
度
か
行
い
ま
し
た
。講
座
を
重
ね
る
う
ち
に
、

自
分
の
国
に
つい
て
紹
介
す
る
こ
と
が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、参
加
者
の
方
々
か
ら「
韓
国
の
こ
と
を
知
れ
て
よ
か
っ

た
」と
言
って
い
た
だ
け
た
経
験
か
ら
、新
潟
県
内
で
韓
国
だ
け

で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
国
や
外
国
人
に
つい
て
知
る
機
会
が
も
っ

と
増
え
た
ら
いい
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
終
了
後
は
一
度
東
京
へ
移
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
、偶
然
、

外
国
籍
の
新
潟
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
す
る
と
い
う
情

報
を
目
に
し
ま
し
た
。ミッ
シ
ョン
内
容
が
外
国
人
の
県
内
定
着

に
関
す
る
も
の
で
、こ
れ
な
ら
私
の
経
験
を
生
か
せ
る
と
感
じ
、地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
て
、今
に
至って
い
ま
す
。

―
―
実
際
に
新
潟
県
に
住
ん
で
み
て
、ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
。

　
正
直
に
言
う
と
、J
E
T
国
際
交
流
員
の
任
期
が
終
わ
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、新
潟
に
残
り
た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。た

だ
、国
際
交
流
に
関
わ
る
仕
事
や
、外
国
人
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
団
体
が
新
潟
県
内
に
は
多
く
な
く
、働
く
場
を
探
す

と
な
る
と
東
京
へ
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、

一
度
東
京
で
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
潟
で
暮
ら
し
て
み
て
一
番
魅
力
に
感
じ
る
の
は
、色
々
な
面

で
暮
ら
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。特
に
新
潟
市
は
交
通
や
買
い
物

の
面
で
不
便
が
な
く
、そ
れ
で
い
て
人
が
多
す
ぎ
て
混
雑
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、ち
ょ
う
ど
いい
快
適
さ
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
も
う
一
つ
は
、人
の
温
か
さ
で
す
。新

潟
の
方
々
は
本
当
に
親
切
で
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
環
境
に
触
れ
る
中
で
、「
こ
の
場
所
に
長

く
住
み
た
い
」と
自
然
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―

現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
外
国
人
と
日
本
語
を
使
っ
て
交
流
す
る
場
づ
く
り
」

と
「
日
本
語
教
育
の
推
進
」
と
い
う
２
つ
の
活
動
を
行
っ

　
韓
国・議
政
府
市（
ウ
ィ
ジ
ョン
ブ
市
）出

身
。同
市
は
新
発
田
市
と
友
好
都
市
協
定

を
結
ん
で
い
る
。

　
大
学
時
代
に
日
本
へ
留
学
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
来
日
し
、そ
の
後
、J
E
T
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
国
際
交
流
員
と
し
て
出
身
地
と

つ
な
が
り
の
あ
る
新
潟
県
で
勤
務
。文
化
紹

介
や
国
際
交
流
の
現
場
で
経
験
を
重
ね
た

の
ち
、新
潟
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
を
開
始
し
た
。外
国
人
と
地
域
を

つ
な
ぐ
取
組
や
、日
本
語
を
通
じ
た
交
流
の

場
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
る
。趣
味
は
散

歩
と
グ
ル
メ
。

「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
何
か
連
携
し
て
い
こ
う
」と
い
う
話
も
出

て
お
り
、県
全
体
で
広
が
り
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

―
―

活
動
し
て
、こ
れ
か
ら
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
新
潟
県
内
で
は
市
町
村
ご
と
に
状
況
が
大
き
く
異
な
る
こ

と
も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。外
国
人
の
割
合
や
国
籍
、在
留
資

格
の
種
類
な
ど
が
地
域
に
よ
って
違
う
た
め
、当
然
、課
題
も
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、各
市
町
村
の
状
況
を
共

有
し
、協
議
で
き
る
よ
う
な
会
議
や
研
修
な
ど
の「
共
有
の
場
」

を
も
っ
と
設
け
、互
い
の
知
見
を
活
用
し
な
が
ら
取
組
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
って
い
ま
す
。

―
―

県
内
の
外
国
人
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
県
内
に
は
現
在
、約
２
万
７
千
人
の
外
国
人
が
生
活
し
て
い

ま
す
。近
年
、増
加
傾
向
に
あ
り
、出
身
国
の
上
位
は
ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
す
。新
潟
県
は
欧
米
よ
り
も
ア
ジ
ア
出
身

の
方
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、留
学
生
も
い
ま

す
が
、技
能
実
習
生
な
ど「
働
く
た
め
に
来
て
い
る
人
」が
多
い

こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。私
は
、留
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、働
き

に
来
て
い
る
方
々
に
も
、単
に
仕
事
を
す
る
だ
け
で
な
く
、地
元

の
人
と
交
流
で
き
る
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
潟
県
は
広
く
、市
町
村
に
よ
っ
て
日
本
語
教
室
が

あ
る
と
こ
ろ
と
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。県
と
し
て
は
、日
本

語
教
室
が
な
い
地
域
に
も
日
本
語
を
学
べ
る
場
を
つ
く
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
お
り
、現
在
、各
市
町
村
に
声
を
か
け
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。外
国
人
が「
地
域
の
生
活

者
」と
し
て
、地
元
の
人
と
一
緒
に
地
域
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、外
国
人
と

地
域
が
伴
走
し
な
が
ら
、共
に
暮
ら
し
を
形
づ
く
っ
て
い
く
、そ

ん
な
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

―
―

ユ
さ
ん
が
活
動
を
す
る
に
あ
た
り
、そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は

な
ん
で
す
か
。

　
私
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
自
分
の
中
の
当
た
り
前
を
越
え

て
い
く
経
験
が
と
て
も
楽
し
い
」と
い
う
感
覚
で
す
。大
学
生
の

時
に
初
め
て
日
本
へ
留
学
し
た
際
、自
分
の
文
化
で
は
当
た
り

前
だ
っ
た
こ
と
が
、海
外
で
は
当
た
り
前
で
は
な
い
と
気
づ
き
ま

し
た
。そ
の
経
験
は
と
て
も
新
鮮
で
、新
た
な
世
界
を
見
る
、視

点
を
得
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、交
流
イ
ベン
ト

を
通
じ
て
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に
も
同
じ
経
験
を
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。外
国
人
参
加
者
に
と
っ
て
は
、日
本
人
は
こ

う
考
え
る
ん
だ
と
か
、こ
う
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
ん
だ
と
気

づ
く
機
会
に
な
り
ま
す
し
、日
本
人
に
と
って
は
、も
し
外
国
人

に
つ
い
て
少
し
誤
解
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、こ
の
人
は
こ
う
い
う

文
化
で
育
っ
た
か
ら
、こ
う
い
う
考
え
方
を
す
る
ん
だ
と
理
解

が
深
ま
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。話
さ
な
け
れ
ば
、相
手
の
こ

と
は
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
捉
え
ら
れ
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、一
番

大
切
な
の
は
、実
際
に
話
す
こ
と
、そ
し
て
そ
の
人
を
知
る
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、お
互
い
の
視
点
が
広
が
り
、理
解
が
深

ま
る
場
を
つ
く
って
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

―
―

任
期
が
終
わっ
た
そ
の
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
で
き
れ
ば
新
潟
に
残
り
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
経

験
を
生
か
し
て
、外
国
人
に
関
わ
る
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。理
想
の
姿
は
、自
分
の
活
動
拠
点
を
持
ち
、

そ
こ
で「
こ
の
よ
う
な
イ
ベン
ト
を
や
り
た
い
で
す
」と
い
う
方
が

自
由
に
企
画
で
き
、外
国
人
と
日
本
人
が
交
流
で
き
る
場
を

提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　
現
在
は
、私
自
身
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
企
画
し
、主
催
し
、

当
日
の
運
営
ま
で
一
人
で
行
って
い
ま
す
が
、で
き
る
こ
と
や
得

意
な
こ
と
に
は
ど
う
し
て
も
限
界
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
経
験
を
積
ん
だ
う
え
で
、よ
り
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
生
か

し
て
活
動
で
き
る
よ
う

な
場
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。最
終

的
に
は
、プ
レ
イ
ヤ
ー

と
し
て
動
く
立
場
か

ら
、場
を
提
供
す
る
ホ

ス
ト
側
へ
と
役
割
を
広

げ
、私
が
つ
く
っ
た
場

を
多
く
の
人
に
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
理
想
で
す
。

て
い
ま
す
。
一
般
的
に
「
国
際
交
流
」
と
聞
く
と
、
海
外

で
行
う
も
の
と
い
う
印
象
や
、
英
語
で
話
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
少
し
堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す

が
、
私
が
今
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
日
本
語
で
交

流
す
る
こ
と
」
で
す
。
最
近
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
日
本

語
で
行
う
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
語
で
交
流
す
る
一
番
の
目
的
は
、
単
に
言
葉
を
教

え
る
こ
と
で
は
な
く
、
外
国
人
の
方
々
が
日
本
語
を
通
じ

て
地
域
住
民
と
「
関
係
」
を
築
き
、
暮
ら
し
に
参
加
し
て

い
く
土
台
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
日
本
語
が
分
か

ら
な
い
状
態
で
は
地
域
の
ル
ー
ル
か
ら
排
除
さ
れ
や
す
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
こ
そ
、
日
本
語
を
通
じ
て
関
係
を
作

る
場
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
の
イ
ベ
ン
ト
は
基

本
的
に
す
べ
て
日
本
語
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
日
本
語
を
通
じ
て
関
係
を
作
っ
て
い

く
こ
と
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
も
っ
と
地
域
と

関
わ
り
た
い
な
と
い
う
想
い
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
今
考

え
て
い
る
の
は
、
新
潟
市
（
沼
垂
地
域
や
万
代
の
ハ
ジ
マ
リ

ヒ
ロ
バ
な
ど
）
、
燕
市
、
三
条
市
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
る
場
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
地
域

の
魅
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
と
日
本
人
が
自
然
に
交

流
で
き
る
空
間
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―

【
新
潟
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
初
】外
国
籍
隊
員
と
し
て

は
何
か
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
そ
こ
ま
で
強
く
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、新
潟
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
初
め
て
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
よ
り
も
、自
分
の
活
動
が
、今
後

の
外
国
籍
隊
員
の
モ
デ
ル
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、少
し

責
任
を
感
じ
る
部
分
は
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、県
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
か
ら
こ
そ
、さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
活
動
で
き
、各
市
町
村
と
連
携
で
き
る
と
い
う

の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。実
際
に
、各
市

町
村
で
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
と
も
、

県内の在留外国人の状況上位５位
（国籍別・在留資格別 R7.12月末）

異文化交流の料理教室

技能実習
5,552人
21%

技能実習
5,552人
21%

ベトナム
5,289人
20%

ベトナム
5,289人
20%

永住者
5,375人
20%

永住者
5,375人
20%

中国
4,677人
17%

中国
4,677人
17%

特定技能
3,456人
13%

特定技能
3,456人
13%

フィリピン
3,467人
13%

フィリピン
3,467人
13%

留学
3,008人
11%

留学
3,008人
11%

インドネシア
2,817人
11%

インドネシア
2,817人
11%

その他
6,890人
26％

その他
8,926人
33％

計
26,724
人

計
26,724
人

技術・人文知識・国際業務
2,443人
9%

技術・人文知識・国際業務
2,443人
9%

韓国
1,548人
6%

韓国
1,548人
6%
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〈出典〉総務省HPより

総
務
部
市
町
村
課

行
政
班

施
策

取
組紹

介

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
需
要
を

踏
ま
え
た
対
応
と
利
活
用
の
拡
大
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更
新
件
数
の
増
加
に
向
け
た
対
応

1

郵
便
局
の
活
用

2
お
わ
り
に

5

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、各
種
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、現
在
で
は
多
く
の
住
民
に
と
っ

て
身
近
な
も
の
と
な
り
、
県
内
の
保
有
率
は
、
令
和
８
年
６

月
時
点
で
83·

9
％（
全
国
83·

４
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
近
年
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書

（
以
下「
カ
ー
ド
等
」と
い
う
。）の
有
効
期
限
切
れ
対
象
者
が

増
加
し
て
お
り
、
総
務
省
に
よ
る
と
、
令
和
８
年
度
の
全
国

の
想
定
更
新
件
数
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
約
5
9
0

万
件
、
電
子
証
明
書
が
約
1
，4
3
0
万
件
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
市
町
村
に
お
い
て
は
、こ
う
し
た
カ
ー
ド
等
の
更
新
需
要

へ
の
対
応
と
し
て
、住
民
利
便
の
向
上
及
び
業
務
効
率
化
の

観
点
か
ら
申
請
受
付
体
制
の
構
築
等
を
行
う
と
と
も
に
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、利
活
用
シ
ー
ン
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
近
年
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
急
速
に
普
及
が
進
ん
で

お
り
、
生
活
の
様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
更
新
需
要
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
住
民
の
利
便
性
向
上

及
び
業
務
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
体
制
の

拡
充
や
民
間
委
託
の
導
入
・
拡
充
な
ど
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
取
得
や
更
新
の
手
続
き
が
負

担
と
な
ら
ず
、
利
便
性
の
高
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
そ

の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
更
新
需
要
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
利
便
性

を
高
め
る
取
組
が
、
市
町
村
に
お
い
て
一
層
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

利
活
用
シ
ー
ン
の
拡
大

4　
更
新
対
応
を
進
め
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
活
用
シ
ー
ン
の
拡
大
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
シ
ー
ン
は
着
実

に
広
が
っ
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
な
ど
を
身
近
な
店
舗

で
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
開
始
に
続
き
、
運
転
免
許
証
や
在
留

カ
ー
ド
と
の
一
体
化
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
社
会
保

障
等
の
基
盤
整
備
や
行
政
事
務
の
効
率
化
と
し
て
の
利
活
用

国
の
支
援
等

3 　
カ
ー
ド
等
の
更
新
件
数
の
増
加
に
向
け
た
基
本
的
な
対

応
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
確
実
か
つ
効
率
的
に
対
応

で
き
る
窓
口
体
制
の
整
備
で
す
。
総
務
省
通
知
（
令
和
８

年
１
月
21
日
付
け
総
行
マ
第
５
号
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
及
び
電
子
証
明
書
の
更
新
需
要
を
踏
ま
え
た
対
応
等
に

つ
い
て
」）
で
は
、
カ
ー
ド
等
の
更
新
予
約
を
し
た
方
が
窓

口
に
来
て
か
ら
、
概
ね
30
分
以
内
に
作
業
が
完
了
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
窓
口
等
の
体
制
を
確
認
の
上
、
必
要
な

体
制
拡
充
等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
総
務
省
は
、
こ
の
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
的
な

対
応
と
し
て
、
次
の
と
お
り
例
示
し
て
い
ま
す
。

①
駅
周
辺
や
公
共
施
設
等
で
の
臨
時
交
付
窓
口
の
設
置

②
土
日
祝
日
・
夜
間
開
庁
の
拡
大

③
予
約
制
の
導
入
・
拡
大

④
窓
口
の
体
制
強
化
、
民
間
委
託
の
導
入
・
拡
充

⑤
郵
便
局
へ
の
カ
ー
ド
等
の
申
請
受
付
事
務
等
の
委
託
の
推
進

　
　
　

　
こ
う
し
た
中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
郵
便
局
の
活

用
で
す
。
郵
便
局
は
地
域
に
広
く
配
置
さ
れ
、住
民
に
と
っ

て
身
近
で
利
用
し
や
す
い
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
事
務
の
受
付
場
所
と
し
て
大
き
な

可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
の
郵
便
局
事
務
取

扱
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
が
指
定
し
た
郵
便
局
で
は
、

①
電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
等
の
受
付
、②
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の
受
付
等
を
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
施
団
体
か
ら
は
、
書
類
の
受
理
決
定
の
み
で
済
む
た

め
対
応
時
間
が
１
件
当
た
り
約
10
分
短
縮
さ
れ
た
こ
と
や
、

比
較
的
人
口
の
多
い
地
区
の
郵
便
局
で
月
20
件
以
上
を
取

り
扱
い
、
窓
口
の
混
雑
分
散
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
声

も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
、
電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
等
を
取
り
扱
う

郵
便
局
は
92
団
体
3
0
8
局
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マイナンバーカードの交付申請の受付を委託した場合のイメージ図

シ
ー
ン
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活

用
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連

携
し
た
診
察
券
利
用
、
避
難
所
受
付
で
の
本
人
確
認
や
安
否

確
認
、
地
域
公
共
交
通
に
お
け
る
割
引
運
賃
の
適
用
や
電
子

母
子
手
帳
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
行
政
手
続
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、地
域
生
活
を
支
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
の
役
割
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
内
に
お
い
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み

取
り
に
よ
る
本
人
情
報
確
認
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
「
書
か
な

い
窓
口
」
の
取
組
の
ほ
か
、
図
書
館
カ
ー
ド
と
の
連
携
や
投

票
所
で
の
受
付
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
の
更
新
需

要
の
増
加
へ
の
対
応
や
出
張
申
請
受
付
等
の
推
進
な
ど
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
希
望
す
る
国
民
に
対
す
る
円

滑
な
取
得
環
境
・
交
付
体
制
を
整
備
す
る
た
め
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務
費
補
助
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
経
費
に
は
、
前
述
の
「
窓
口
体
制
の
整
備
（
臨
時
交
付

窓
口
を
含
む
）」
や
「
郵
便
局
へ
の
委
託
費
用
」
が
含
ま
れ
て

お
り
、
積
極
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
各
市
町
村
の
取
組
状
況
の
見
え
る
化
を
図
り
、

市
町
村
の
状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
、
自
発
的
な
取
組
の
改

善
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
状
況
等
に
関

す
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」（
総
務
省
H
P
）
が
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
町
村
別
に
窓
口
対
応
状
況
、
混
雑
状
況
、
環
境
整

備
の
取
組
な
ど
を
確
認
で
き
、
類
似
市
町
村
と
の
交
付
状
況

等
の
比
較
が
で
き
る
た
め
、
体
制
整
備
の
検
討
の
際
に
参
考

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マイナンバーカード交付開始
コンビニ交付サービス導入
「マイナ保険証」本格運用開始

郵便局でマイナンバーカードの交付
申請の受付等が可能に
（郵便局事務取扱法の一部改正
（R5.6.9公布・施行））

マイナ保険証を基本とした仕組に移行
運転免許証との一体化が可能に
「スマホ保険証」利用開始
（機器整備した機関のみ）

「マイナ救急」全国消防本部で導入
開始

カードに氏名の振り仮名やローマ字
表記の記載が可能に

在留カードと一体化したマイナン
バーカードの交付申請受付開始

H28.1
R2.2
R3.10

R5.6

R6.12
R7.3

R7.9

R7.10

R8.5

R8.6

年 月 項　　目

マイナンバー制度の変遷

　
予
約
制
に
つ
い
て
は
、
交
付
通
知
書
及
び
有
効
期
限

通
知
書
が
届
い
て
か
ら
速
や
か
に
予
約
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
詳
細
に
つ

い
て
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
、
住
民

に
対
し
て
適
切
に
周
知
・
広
報
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
病
気
、
身
体
の
障
害
そ
の
他
の
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
市
町
村
の
庁
舎
等
に
出
向
く
こ
と
が
困
難

な
場
合
の
「
代
理
交
付
」
や
、
市
町
村
職
員
が
施
設
や
個

人
宅
等
を
訪
問
す
る
「
出
張
申
請
受
付
」
も
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
市
町
村
に
お

い
て
、
カ
ー
ド
等
の
更
新
に
係
る
業
務
の
円
滑
な
実
施
等

に
向
け
た
対
応
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
付
申
請
の
受
付
等
を
取
り
扱
う
郵
便
局
は
23
団
体
78
局

（
令
和
８
年
３
月
末
時
点
）、
新
潟
県
内
で
は
、
糸
魚
川
市

や
佐
渡
市
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
活
用
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
糸
魚
川
市
（
市
内
７
局
）

　
電
子
証
明
書
の
発
行
及
び
更
新
、
暗
証
番
号
の
初
期
化

○
佐
渡
市
（
市
内
４
局
）

　
電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
と
暗
証
番
号
の
初
期
化
、

カ
ー
ド
交
付
受
付
・
引
渡
及
び
記
載
事
項
変
更
と
再
発
行

　
中
山
間
地
域
や
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
な
ど
に
お
い
て
、

住
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
郵
便
局
で
手
続
き
を
完
結
で

き
る
意
義
は
大
き
く
、
郵
便
局
の
活
用
は
、
住
民
利
便
の

向
上
と
市
町
村
の
窓
口
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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❶DENGONBAN 伝言 3030 市町村からの声をお届けします。

令
和
９
年
夏
の
暫
定
開
通
を
控
え
た
国
道
2
8
9

号
八
十
里
越
の
機
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト「
八
十
里
越
バ

ン
ジ
ー
フ
ェ
ス
」を
開
催
し
ま
し
た
。

八
十
里
越
区
間
に
あ
る
川
面
ま
で
約
1
0
0
ｍ
の

高
さ
の
八
十
里
越
天
空
大
橋
か
ら
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ

ン
プ「
新
潟
バ
ン
ジ
ー
」に
は
三
条
市
長
も
参
加
し
、

他
の
参
加
者
と
共
に
通
常
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

工
事
区
間
で
の
貴
重
な
機
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
や
ぶ
さ
で
は
、八
十

里
越
天
空
大
橋
か
ら
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
疑
似

体
験
や
新
潟
バ
ン
ジ
ー
の
ラ
イ
ブ
中
継
、新
潟
と
福
島

の
食
品
販
売
や
P
R
ブ
ー
ス
な
ど
の
出
店
、八
十
里

越
に
関
連
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、工
事
区
間
の
た
め

ジ
ャ
ン
プ
会
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
も
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

新
潟
と
福
島
を
つ
な
ぐ
新
し
い
道
の
開
通
に
向
け

て
、引
き
続
き
こ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

柏
崎
市 

三
条
市 

長
岡
市 

糸
魚
川
市

妙
高
市 

上
越
市 

問い合わせ先／
三条市 経済部 営業戦略室
TEL 0256-34-5603

問い合わせ先／
長岡市水道局 業務課
TEL 0258-34-1412

問い合わせ先／
上越市産業立地課
TEL 025-520-5737

問い合わせ先／
妙高市企画政策課 政策・広報グループ
TEL 0255-74-0004

問い合わせ先／
柏崎市商業観光課
TEL 0257-21-2334

「
ル
リ
モ
ン
＆
ら
い
ド
ン
」

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
販
売
中

直
江
津
港
開
港
60
周
年・直
江
津

港
湾
協
会
設
立
70
周
年
記
念
事
業

妙
高
の
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
妙
高
市
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ル
リ
モ
ン
」と「
ら
い
ド
ン
」の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
販
売
中
で
す
。
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

や
笹
ヶ
峰
牧
場
の
牛
、ス
キ
ー
や
温
泉
、日
本
酒
や
コ

メ
、艸
原
祭
や
関
山
神
社
火
祭
り
な
ど
、妙
高
な
ら
で

は
の
風
景
や
文
化
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。「
お
い
し
い
」「
イ
ェ
ー
イ
‼
」「
ご
ゆ
っ

く
り
～
」な
ど
、毎
日
の
ト
ー
ク
で
使
い
や
す
い
言
葉

も
そ
ろ
っ
て
お
り
、家
族
や
友
人
と
の
会
話
を
楽
し

く
彩
り
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
表
情
や
ユ
ニ
ー
ク
な

ポ
ー
ズ
な
ど
、思
わ
ず
他
の
ス
タ
ン
プ
も
見
た
く
な

る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。
妙
高
を
知
っ
て
い
る
人
も
、

ま
だ
知
ら
な
い
人
も
楽
し
め
る
全
16
種
。
1
セ
ッ
ト

1
9
0
円
・
70
コ
イ
ン（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
内
通
貨
）で
販
売

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先／
糸魚川市教育委員会 文化スポーツ課
（糸魚川フォッサマグナミュージアム）
TEL 025-553-1880

上
越
地
区

中
越
地
区

上
越
地
区

上
越
地
区

中
越
地
区

中
越
地
区

八
十
里
越
バ
ン
ジ
ー
フ
ェ
ス
を
開
催

関
税
法
に
よ
る
直
江
津
港
の
開
港
指
定
か
ら
60
年
、

直
江
津
港
湾
協
会
設
立
か
ら
70
年
の
節
目
を
迎
え
、市

民
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
港
の
役
割
や
魅
力
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

直
江
津
港
は
日
本
海
側
の
重
要
な
物
流
拠
点
で
あ

る
と
と
も
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
な
ど
地
域
を
支
え

る
港
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

９
月
19
日（
土
）に
は
、「
き
て
、み
て
、し
っ
て
！
直

江
津
港
！
」と
題
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、海
上
保

安
庁
の「
巡
視
船
や
ひ
こ
」の
一
般
見
学
や
体
験
航
海

を
は
じ
め
、港
の
歴
史
や
機
能
を
学
べ
る
展
示
、V
R

体
験
、港
で
活
躍
す
る
車
両
の
展
示
、麻
薬
探
知
犬
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、タ
グ
ボ
ー
ト
に
よ
る
放
水

シ
ョ
ー
な
ど
、様
々
な
体
験
学
習
の
場
の
提
供
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
10
月
に
は
港
湾
関
係
者
が
集
う
記
念
式
典

も
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、未
来
へ
つ
な
が

る
直
江
津
港
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

安
全・快
適
な
登
山
の
よ
り
ど
こ
ろ

「
米
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ベ
ー
ス
」が
オ
ー
プ
ン

柏
崎
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、米
山（
標
高
９
９
２
メ
ー

ト
ル
）の
大
平
コ
ー
ス
登
山
口
に
、安
全
・
快
適
に
登

山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
が
、令
和
８
年
６

月
６
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

木
造
２
階
建
の
休
憩
施
設
は
、更
衣
室
や
ト
イ
レ
、

足
洗
い
場
な
ど
の
設
備
を
備
え
て
お
り
ま
す
の
で
、登

山
前
後
の
身
支
度
や
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
し
て
、お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、大
型
バ
ス
が
３
台
ま
で
停
め
ら
れ
る
駐
車

場
も
整
備
し
ま
し
た
。
学
校
や
地
域
な
ど
の
団
体
行

事
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
大
型
バ
ス
利
用
の
予

約
が
な
い
日
は
、普
通
車
用
第
２
駐
車
場
と
し
て
、自

由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

休
憩
施
設
は
、年
間
を
通
し
て
開
放
予
定
で
す
の
で
、

登
山
愛
好
者
か
ら
初
心
者
の
方
ま
で
、四
季
折
々
の

米
山
登
山
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
本
初
の
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
発
見

令
和
8
年
2
月
27
日
、国
立
科
学
博
物
館
の
松ま

つ
ば
ら
さ
と
し

原
聰
名

誉
研
究
員
ら
に
よ
り
、糸
魚
川
の
岩
石
か
ら「
ラ
ピ
ス

ラ
ズ
リ
」が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
は
、

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
マ
ス
ク
や
正
倉
院
宝
物
な
ど
に

も
用
い
ら
れ
て
き
た
、濃
い
青
色（
瑠る

り璃
色
）の
宝
石

で
す
。
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
絵
画
で
は
、青
い
絵
の
具「
ウ

ル
ト
ラ
マ
リ
ン
」の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
の
宝
石
質
な
原
石
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
産
な
ど
外
国
産
で
し
た
が
、日
本
国
内

で
の
発
見
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

糸
魚
川
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、こ
の
歴

史
的
な
発
見
を
受
け
、「
国
石
」や「
新
潟
県
の
石
」で

あ
る
ヒ
ス
イ
を
含
め
貴
重
な
地
質
資
源
を
守
り
な
が

ら
活
用
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
9
月

19
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
特
別
展「
瑠
璃
の
宝
石
展
」と
併
せ
、ぜ
ひ「
石

の
ま
ち
糸
魚
川
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

長
岡
市
水
道
通
水
1
0
0
周
年

〜
百
年
、潤
ス
。〜

長
岡
市
の
水
道
は
、
大
正
15
年（
1
9
2
6
年
）8

月
に
一
部
給
水
を
開
始
し
、
今
年
で
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、市
民
生
活
や

地
域
産
業
を
支
え
、安
全
で
安
心
な
水
を
届
け
続
け

て
き
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
記
念
し
、水
道
局
で
は「
百
年
、潤
ス
。」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、水
道
事
業
の
歴
史
や
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

長
岡
造
形
大
学
と
協
同
で
作
成
し
た
記
念
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
は
じ
め
、記
念
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
設

置
や
、水
道
タ
ン
ク
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
な
が
タ
ン
」の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
、水

道
事
業
へ
の
理
解
と
親
し
み
を
深
め
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

今
後
も
水
道
事
業
の
歴
史
を
次
世
代
へ
つ
な
ぎ
な

が
ら
、市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
し
て
、安
全
で
安
心
な
水
の
供
給
を
未
来
へ

つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

米山ハイキング
ベース紹介

八十里越天空大橋からのバンジージャンプ

三条市長もバンジー！

「ルリモン」（左）「らいドン」（右）の自己紹介など詳しく
は二次元コードから。

糸魚川産ラピスラズリ
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6
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
3
日
間
、
加
茂
市
で

「
里
山
暮
ら
し
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
ツ
ア
ー
は
、加
茂
市
へ
の
移
住
や
地
域
と
の
関
わ

り
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、自
然
豊
か
な
七
谷
地

区
を
中
心
と
し
た
暮
ら
し
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。
2
泊
3
日
の
行
程
で
は
、加
茂
山
公
園
や
商
店
街

の
散
策
を
は
じ
め
、七
谷
エ
リ
ア
で
の
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ

ナ
釣
り
や
里
山
体
験
、地
域
住
民
や
市
職
員
と
の
交
流

な
ど
、多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
豊
か
な
自
然
と
生
活
の
利
便
性
が
両
立

し
て
い
て
住
み
や
す
そ
う
」「
温
か
い
人
が
多
く
、具
体

的
な
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
た
」と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
、加
茂
市
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
移
住
体
験
ツ
ア
ー
や

移
住
相
談
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
・
定
住
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

南
魚
沼
市 

魚
沼
市 

見
附
市 

小
千
谷
市 

加
茂
市 

十
日
町
市 

問い合わせ先／
十日町市企画政策課広報広聴係
TEL 025-757-3112

問い合わせ先／
加茂市役所政策推進課政策企画係
TEL 0256-52-0080

人
が
集
い
、に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
す
拠
点
へ

地
域
経
済
課
に

２
つ
の
相
談
窓
口
を
設
置

問い合わせ先／
小千谷市スポーツコミュニティプレイス「ソコラテ」
TEL 0258-94-5460

移
住
検
討
者
を
対
象
と
し
た「
里
山

暮
ら
し
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」を
開
催

憩
い
と
備
え
が
融
合
す
る
施
設

「
ソ
コ
ラ
テ
」が
オ
ー
プ
ン

中
越
地
区

中
越
地
区

中
越
地
区

中
越
地
区

中
越
地
区

中
越
地
区

令
和
8
年
6
月
27
日
、
小
千
谷
市
防
災
公
園
内
に

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
レ
イ
ス「
ソ
コ
ラ
テ
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

平
常
時
は「
つ
な
が
る　

伝
え
る　

絆
を
紡
ぐ　

学
び
の
広
場
」と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学
習
な
ど

市
民
の
活
動
を
支
え
、災
害
時
に
は
拠
点
機
能
を
担

う
施
設
と
な
り
、日
頃
の
活
動
が
災
害
時
の
助
け
合

い
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
ソ
コ
ラ
テ
」と
は
、小
千
谷
の
方
言
で「
そ
こ
だ
よ
」

「
そ
こ
ら
へ
ん
だ
よ
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、そ
こ
に

行
け
ば
い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

憩
い
の
場
と
し
て
、市
民
か
ら
親
近
感
と
郷
土
愛
を

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
そ
な
え
館
」も
併
設
さ
れ
、

災
害
時
に
は
避
難
所
や
支
援
物
資
集
配
所
に
な
る
な

ど
防
災
機
能
も
有
し
て
お
り
、中
越
大
震
災
の
教
訓

が
活
か
さ
れ
た
施
設
で
す
。
小
千
谷
に
来
た
際
は
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

令
和
7
年
に
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
50
周
年
を
迎
え
た
十
日
町
市
で
は
、次
の
半
世
紀

へ
と
歩
み
を
進
め
る
た
め
、「
イ
タ
リ
ア
の
休
日
」と

称
し
て
、
イ
タ
リ
ア
人
国
際
交
流
員（
C
I
R
）の
知

見
を
活
か
し
た
新
た
な
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
1
回
は
イ
タ
リ
ア
の
全
体
像
、第
2
回
は
コ
モ
市

が
あ
る「
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州
」を
深
掘
り
し
、今
後

は
回
ご
と
に
エ
リ
ア
を
切
り
替
え
、地
域
の
食
や
文
化
、

日
本
と
の
違
い
を
デ
ィ
ー
プ
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、参
加
者
が
本
場
の
イ
タ
リ
ア
文

化
や
姉
妹
都
市
の
魅
力
に
気
軽
に
触
れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、日

常
に
新
し
い
心
の
豊
か
さ
を
広
げ
て
い
く
十
日
町
市

の
オ
ー
プ
ン
な
取
組
に
こ
れ
か
ら
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

南
魚
沼
市
は
令
和
7
年
度
に
総
務
省
の
大
学
連
携

を
推
進
す
る
先
進
モ
デ
ル
地
域
に
選
定
さ
れ
、現
在

首
都
圏
の
多
く
の
大
学
と
連
携
協
定
の
締
結
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
学
生
が
地
域
に
長
期
滞

在
し
な
が
ら
、住
民
と
交
流
し
、社
会
的
課
題
を
解
決

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム（
ふ
る
さ
と
み
ら
い
カ
レ
ッ
ジ
事
業
）

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む

こ
と
で
、増
加
す
る
空
き
家
や
、お
祭
や
行
事
が
継
続

で
き
な
い
等
の
問
題
に
対
し
、学
生
が
直
接
地
域
に

関
わ
り
、新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
導
入
す
る
こ
と
で
、解

決
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、こ
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、関

係
人
口
と
し
て
地
域
に
長
期
で
関
わ
る
学
生
が
増
え

て
き
て
お
り
、今
後
も「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
事
業
」、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」等
と
組
み

合
わ
せ
て
、強
固
な
関
係
人
口
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
文
化
を
も
っ
と
身
近
に

国
際
交
流
員（
C
I
R
）と
巡
る

「
イ
タ
リ
ア
の
休
日
」

首
都
圏
大
学
と
の
連
携
に
よ
り

社
会
的
課
題
を
解
決
し
、関
係
人

口
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す

問い合わせ先／
見附市地域経済課 商工労働係
TEL 0258-62-1700

問い合わせ先／
魚沼市産業経済部商工課
TEL 025-792-9753

問い合わせ先／
南魚沼市シティプロモーション課
TEL 025-775-7021　FAX 025-775-7026

見
附
市
の
地
域
経
済
課
内
に「
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ

相
談
窓
口
」と「
企
業
誘
致
相
談
窓
口
」の
２
つ
の
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

「
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
窓
口
」は
市
内
外
の
事
業

者
や
団
体
・
個
人
が
考
え
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
実
現

を
後
押
し
し
ま
す
。
事
業
を
始
め
た
い
、新
商
品
を
開

発
し
た
い
、空
き
家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
い
等
、

様
々
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

「
企
業
誘
致
相
談
窓
口
」は
産
業
用
地
を
お
探
し
の

企
業
や
開
発
事
業
者
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
創
業

し
た
い
人
、移
転
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
へ
広
く

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
外
か
ら
の
相
談
に
広
く
対
応
し
ま
す
。
相
談

内
容
に
適
し
た
補
助
金
の
ご
紹
介
な
ど
、見
附
市
で

事
業
を
始
め
る
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
全
力
で
後
押
し

し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
造
拠
点「
こ
い
で
テ
ラ
ス
」は
、ま
ち
な
か

エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
、

令
和
8
年
4
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

施
設
は
小
出
本
町
商
店
街
に
位
置
し
て
お
り
、昨
年

4
月
に
完
成
し
た「
魚
沼
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
こ
こ
い

ら
」と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、市
街
地
の
更
な
る
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1
階
は
、イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ
ン
な

ど
を
設
置
し
、創
業
準
備
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
活
用
が
で
き
ま
す
。

2
階
は
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、会
議
室
を
設
け
、ビ

ジ
ネ
ス
だ
け
で
な
く
学
習
で
の
利
用
も
可
能
で
す
。
市

外
の
方
の
ご
利
用
も
大
歓
迎
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご

来
館
、ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。施設ご利用の

詳細はこちら

「事業チャレンジ相談窓口」の
相談申込みフォームはこちら

■開館時間・休館日
開館時間：10:00～21:00
休館日：水曜日（水曜日が祝日の場合は木曜日）、
　　　年末年始

CIR ロベルト・ヴァッカーニさん

第１回 イタリアの休日の様子

参加者との集合写真
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新
潟
市 

刈
羽
村 

津
南
町

田
上
町

出
雲
崎
町 

湯
沢
町 

初
夏
の
護
摩
堂
山
を
彩
る

ア
ジ
サ
イ

中
越
地
区

中
越
地
区

下
越
地
区

中
越
地
区

中
越
地
区

中
越
地
区

地
域
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

人
口
減
少
が
進
む
な
か
、将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、今
年
度

か
ら
地
域
の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
地
方
創
生
に

取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
令
和
８
年
４
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、一
人
ひ
と
り
の
声

が
生
き
る「
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
、

仙
海
町
長
が
全
集
落
を
訪
問
し
、町
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
懇
談
会
で
は
、地
域
が

抱
え
る
課
題
や
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、参
加
者
か
ら
意
見
や
提
案
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
懇
談
会
を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
を
重
ね
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
や
各
種
施
策
に
生
か
し
、誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ先／
田上町観光協会
TEL 0256-57-6225

問い合わせ先／
「大地の芸術祭の里」総合案内所
TEL 025-761-7767

問い合わせ先／
刈羽村福祉保健課
TEL 0257-45-3916

問い合わせ先／
新潟市農林水産部農業活性化研究センター
TEL 025-362-0151

問い合わせ先／
湯沢町役場 企画観光課
TEL 025-784-4850
FAX 025-784-3582

問い合わせ先／
出雲崎町総務課 地域政策室
TEL 0258-78-2290

軽
費
老
人
ホ
ー
ム「
と
う
り
ん

ホ
ー
ム
」開
所
し
ま
し
た
！

令
和
８
年
４
月
に
軽
費
老
人
ホ
ー
ム「
と
う
り
ん

ホ
ー
ム
」が
開
所
し
ま
し
た
。

「
と
う
り
ん
ホ
ー
ム
」は
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
尊
厳
を
持
ち
、自
立
し
た
生
活
を
継
続
す
る

た
め
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
、村
内
初

の
入
所
施
設
で
す
。

本
施
設
は
、自
立
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
介
護
が
必

要
な
方
ま
で
幅
広
く
入
所
が
可
能
で
あ
り
、既
存
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
と
連
携
し
な
が
ら
、地
域
の
中
で

の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
刈
羽
村
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
願
う

皆
さ
ま
が
、尊
厳
を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
の
新
し
い
住
ま
い
で
す
。
近
隣
に
は「
か
り
わ
消
化

器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」や
大
型
商
業
施
設
が
あ
り
、通

院
や
買
い
物
に
も
便
利
な
環
境
で
す
。「
衣（
医
）食
住
」

が
揃
う
安
心
の
環
境
で
住
み
慣
れ
た
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
継
続
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
今
後
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

湯
沢
学
園
9
年
生
発
案
！ 

越
後
湯
沢
駅
周

辺
で
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
を
運
行
し
て
い
ま
す

湯
沢
町
で
は
、お
出
か
け
を
よ
り
便
利
に
す
る
た
め
の

夏
の
交
通
実
験
の一環
と
し
て
、三
輪
自
動
車「
ト
ゥク
ト
ゥ

ク
」を
運
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
は
、湯
沢
学
園
9
年
生（
中
学
3
年
生
）が

総
合
学
習
「
湯
沢
町
へ
の
提
言
」で
発
表
し
た
、「
駅
と

観
光
地
を
つ
な
ぐ
周
遊
送
迎
」の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。
夏
期
限
定
で
越
後
湯
沢
駅
か
ら
温
泉
通
り
、

郵
便
局
、医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
、越
後
湯
沢
駅
周
辺
の
観

光
地
や
公
共
施
設
を
無
料
で
回
り
ま
す
。

昨
年
夏
、今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
続
く
3
回

目
の
運
行
で
す
が
、毎
回
観
光
客
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
大

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

提
案
し
て
く
れ
た
生
徒
た
ち
の「
冬
場
の
楽
し
み
は

雪
と
い
う
よ
う
に
、夏
場
の
楽
し
み
と
し
て
、今
後
の
観

光
資
源
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
の
も
と
、町

で
は
こ
の
運
行
を
通
じ
て
、移
動
の
課
題
解
決
と
新
し
い

町
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

6
月
12
日（
金
）～
7
月
5
日（
日
）ま
で「
第
47
回
護

摩
堂
山
湯
田
上
温
泉
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま

し
た
。
護
摩
堂
山
山
頂
の
あ
じ
さ
い
園
に
は
、赤
・
青
・

紫
・
白
な
ど
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
が
あ
り
、訪
れ

た
多
く
の
方
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。
今
年
は
、町
内
外

の
方
が
大
切
に
育
て
た
自
慢
の
あ
じ
さ
い
の
鉢
植
え

を
持
ち
寄
り
披
露
す
る「
あ
じ
さ
い
の
鉢
植
え
コ
ン

テ
ス
ト
」が
初
開
催
さ
れ
、会
場
を
華
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。
ま
た
、田
上
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
あ
じ
さ
い

に
ち
な
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の
披
露
や
あ
じ
さ

い
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
菓
子
の
販
売
な
ど
地
域
一
体

と
な
っ
た
取
組
も
行
わ
れ
、例
年
以
上
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
来
年
の
初
夏
、あ
じ
さ
い
で
鮮
や

か
に
染
ま
る
護
摩
堂
山
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

津
南
町・十
日
町
市
に
て
11
月
８
日（
日
）ま
で
大
地
の

芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム「
２
０
２
６
年
の
越
後
妻
有
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
祝
日
を
除
く
火
・
水
曜
日
定
休
）

大
地
の
芸
術
祭
は
世
界
最
大
級
の
国
際
芸
術
祭
で

あ
り
、日
本
中
で
開
催
さ
れ
て
い
る
地
域
芸
術
祭
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
す
。
ア
ー
ト
を
道
し
る
べ
に
里
山
を
巡

る
新
し
い
旅
は
、ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
先

進
事
例
と
し
て
、国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

来
年
度
開
催
予
定
の
第
10
回
展
に
む
け
て
、
作
品

を
見
た
こ
と
が
な
い
方
、見
た
と
い
う
方
も
、ぜ
ひ
今

年
の
町
内
作
品
を
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

作
品
の
多
く
は
里
山
の
風
景
に
溶
け
込
む
よ
う
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、自
然
の
中
を
歩
き
な
が
ら
ア
ー

ト
と
出
会
う
体
験
そ
の
も
の
が
大
地
の
芸
術
祭
な
ら

で
は
の
醍
醐
味
で
す
。
ぜ
ひ
現
地
に
足
を
運
び
、津
南

町
・
十
日
町
市
の
里
山
と
ア
ー
ト
が
織
り
な
す
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
で
は
、J

-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
方
法
論「
水

稲
栽
培
に
お
け
る
中
干
し
期
間
の
延
長
」を
活
用
し
、

官
民
か
ら
成
る
新
潟
市
J

-

ク
レ
ジ
ッ
ト
普
及
推
進

協
議
会
に
お
い
て
水
田
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
削
減
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、令
和
6
年
11
月
に
国
よ
り
承

認
・
登
録
さ
れ
、農
業
分
野
に
お
い
て
自
治
体
が
J

-

ク
レ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管
理
を
担
う
全

国
初
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

中
干
し
期
間
の
延
長
に
は
令
和
7
年
度
か
ら
着
手

し
、
取
組
面
積
87
・
5
h
a
で
4
2
4
t-

C
O
²の

ク
レ
ジ
ッ
ト
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
創
出
し
た
市
内

水
田
由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
新
潟
市
内
の
企
業
を
対

象
に
販
売
す
る
こ
と
で
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・
資
金
が
域
内

で
循
環
す
る「
田
園
型
環
境
都
市
」の
実
現
を
目
指
し
、

引
き
続
き
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
２
０
２
６
年
の
越
後
妻
有
」

開
催
中
！

J

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用

し
農
業
分
野
で
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
削
減
を
推
進
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胎
内
市

阿
賀
野
市 

五
泉
市 

新
発
田
市 

村
上
市 

燕
市

D
M
M
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、情
報

発
信
力
を
強
化

台
輪
３
０
０
周
年
に
湧
い
た
夏
！
ま
つ
り

の
力
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た

下
越
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

胎
内
版
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

本
格
運
行
が
ス
タ
ー
ト
！

市
内
の
絶
品
ス
イ
ー
ツ
店
が
大
集
合
！

初
の「
ス
イ
ー
ツ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」が
誕
生
！

今
年
４
月
、市
と
し
て
初
め
て
合
同
会
社
E
X
N
O
A

（
D
M
M
.
c
o
m
グ
ル
ー
プ
）と「
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
」に
関
す
る
協
定
を
結
び
、地
域
活
性
化
起
業
人
と

し
て
矢
野
要
二
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
取
組
の
目
的
は
、同
社
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
や
コン
テ
ン

ツ
制
作
で
の
プ
ロ
の
視
点
を
活
か
し
て
、市
の
広
報
機
能
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
で
す
。矢
野
さ
ん
は
、市
の
広
報
を
よ

り
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
戦
略
づ
く
り
や
情

報
発
信
力
の
向
上
に
携
わ
り
ま
す
。

今
後
、民
間
企
業
の
専
門
的
な
知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
市

政
に
活
か
す
こ
と
で
、多
く
の
人
が
村
上
市
を
知
り
、訪
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
効
果
的
な
情
報
発
信
の
取
組
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。パワ
ー
アップ
し
て
い
く
情
報
発
信

に
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

８
月
27
日
か
ら
29
日
の
期
間
に「
城
下
町
新
発
田

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、三
輪
の
新
発

田
の
山
車「
台
輪
」の
運
行
３
０
０
周
年
に
あ
た
る
年

で
、記
念
の
特
別
運
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
最

終
日
の「
帰
り
台
輪
」で
は
、６
つ
の
町
内
の
台
輪
が

市
役
所
本
庁
舎
前
の
中
央
町
交
差
点
ま
で
延
長
し
て

運
行
し
、前
輪
を
あ
げ
て
地
面
に
叩
き
つ
け
て
鼓
舞

す
る「
あ
お
り
」を
一
斉
に
行
い
、そ
の
雄
姿
を
見
る

た
め
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
つ
り
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
台
輪
運
行

３
０
０
周
年
の
機
運
醸
成
・
伝
統
の
継
承
の
た
め
に
制

作
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
冠
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
向

け
た
台
輪
に
関
す
る
講
座
や
、３
０
０
年
の
歴
史
を

写
真
や
動
画
で
辿
る
企
画
展
な
ど
、様
々
な
記
念
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、市
内
10
の
事
業
者
が
、Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
、特
別
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

な
ど
の
記
念
商
品
の
開
発
を
行
う
な
ど
、歴
史
あ
る

新
発
田
ま
つ
り
を
契
機
と
し
た
地
域
経
済
活
性
化
に

つ
な
が
る
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
4
月
よ
り
、夜
間
の
タ
ク
シ
ー
不
足
解
消
を
目

的
に「
胎
内
版
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」の
本
格
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

夜
間
に
お
け
る
交
通
空
白
改
善
を
目
的
と
し
て
、運

転
代
行
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
昨
年
度
実
証
運
行

を
行
い
、こ
の
度
の
本
格
運
行
が
実
現
し
ま
し
た
。　

利
用
者
の
安
全
と
安
心
感
確
保
の
た
め
実
際
の
運

行
を
担
う
代
行
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
第
二
種
運
転

免
許
保
有
者
に
限
定
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
、運
転

代
行
業
者
が
担
う
運
行
形
態
は
珍
し
い
取
組
で
す
。
金
・

土
曜
は
20
時
～
翌
2
時
、そ
の
他
は
20
時
～
翌
1
時
の

夜
間
帯
の
運
行
で
、料
金
は
タ
ク
シ
ー
と
同
程
度
の
距

離
制
運
賃
で
す
。

安
全
で
円
滑
な
移
動
手
段
の
確
保
を
通
じ
て
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、よ
り
一
層
地
域
経

済
に
活
気
が
生
ま
れ
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

市
内
の
観
光
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、

初
の
公
式
冊
子「
阿
賀
野
市
ス
イ
ー
ツ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
し
、配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

誌
面
で
は「
ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち　

阿
賀
野　

と
き

め
き
♡
お
や
つ
巡
り
」と
題
し
、長
年
愛
さ
れ
る
老
舗

の
和
菓
子
店
か
ら
話
題
の
新
店
ま
で
、
市
内
29
店
舗

の
こ
だ
わ
り
ス
イ
ー
ツ
を
写
真
付
き
で
一
挙
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

本
冊
子
は
掲
載
店
や
道
の
駅
あ
が
の
等
で
無
料
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
い
つ

で
も
気
軽
に
閲
覧
で
き
る「
デ
ジ
タ
ル
版
」も
公
開
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
本
冊
子
を
片
手
に
、と
き
め
く
お
や

つ
巡
り
の
旅
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

問い合わせ先／
燕市地域振興課
TEL 0256-77-8361

問い合わせ先／
胎内市総合政策課
TEL 0254-43-6111　

問い合わせ先／
阿賀野市観光協会
TEL 0250-62-2510
FAX 0250-61-2037

問い合わせ先／
五泉市生涯学習課
TEL 0250-42-5195

問い合わせ先／
新発田市観光振興課
TEL 0254-28-9960

問い合わせ先/
村上市企画戦略課
TEL 0254-75-8925

道
の
駅
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
国
上

「
道
の
駅
大
賞
２
０
２
６
」全
国
３
位

燕
市
の
道
の
駅
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
国
上
は
、
宝
島

社
発
行
の
雑
誌『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』が
実
施
し
た「
道

の
駅
大
賞
２
０
２
６
」に
お
い
て
、全
国
総
合
３
位
、

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

宿
泊
可
能
な
キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
や
天
然
温
泉「
て

ま
り
の
湯
」、地
元
の
特
産
品
を
そ
ろ
え
る
農
産
物
直

売
所「
３
１
３
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、燕
市

の
金
属
洋
食
器
を
扱
う
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、「
自
然
と
遊

ぶ
、道
の
駅
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
多
彩
な
魅
力
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、四
季
折
々
の
自
然
を

感
じ
な
が
ら
、食
や
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
に

触
れ
ら
れ
る
場
と
し
て
、多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

今
後
も
、食
や
体
験
、も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
燕
市

の
魅
力
を
発
信
し
、人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、笑
顔
が

広
が
る
交
流
拠
点
と
し
て
、さ
ら
な
る
来
館
者
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

ラ
ポ
ル
テ
五
泉
は
、令
和
８
年
４
月
か
ら
指
定
管

理
者
の
変
更
に
伴
い
新
た
な
体
制
で
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
施
設
内
で
は
カ
フ
ェ
と
産
直
シ
ョ
ッ
プ
を

よ
り
魅
力
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
親
し
み
や
す
く
利

用
し
や
す
い
空
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
は
料
理
家
・
佐
藤
智
香
子
さ
ん
監
修
の

も
と
、地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
お
す
す
め
は
、「
キ
ム
ラ

フ
ァ
ー
ム
の
ふ
わ
ふ
わ
オ
ム
ラ
イ
ス
」で
す
。
地
元
・

五
泉
市
の
キ
ム
ラ
フ
ァ
ー
ム
の
新
鮮
な
卵
を
贅
沢
に

使
用
。
注
文
ご
と
に
丁
寧
に
仕
上
げ
る
ふ
わ
ふ
わ
の

卵
は
口
当
た
り
が
や
さ
し
く
、口
に
入
れ
た
瞬
間
に

広
が
る
豊
か
な
風
味
が
魅
力
で
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

ま
た
、ラ
ポ
ル
テ
五
泉
は
今
年
10
月
に
開
館
５
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
予
定
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
随
時
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
き
、ラ
ポ
ル
テ
五
泉
へ
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

ラ
ポ
ル
テ
五
泉 

カ
フ
ェ
・
産
直

シ
ョ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

地
元
食
材
を
生
か
し
た
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実

詳細はこちら

料理家
佐藤智香子さん
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佐
渡
市

粟
島
浦
村

関
川
村

聖
籠
町

弥
彦
村 

阿
賀
町

問い合わせ先／
聖籠町 生活環境課
TEL 0254-27-2111

問い合わせ先／
弥彦村住民福祉課
TEL 0256-94-3132

問い合わせ先／
阿賀町まちづくり観光課
TEL  0254-92-4766

問い合わせ先／
粟島浦村役場 総務課
TEL 0254-55-2111（8：30～17：00）
FAX 0254-55-2159

問い合わせ先／
佐渡市観光振興課 観光戦略係
TEL 0259-67-7602

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入

避
難
所
の
Ｔ
Ｋ
Ｂ（
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
・
ベ
ッ
ド
）

環
境
の
向
上
の
た
め
、令
和
８
年
３
月
に
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
を
１
台
導
入
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
は
、水
洗
ト
イ
レ
３
基（
う
ち
１
基
は
車
い
す
対

応
）が
設
置
さ
れ
た
け
ん
引
式
の
も
の
で
、け
ん
引
車

も
同
時
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
財
源
に
つ
い
て
は
、新

し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
の
地
域
防

災
緊
急
整
備
型（
令
和
６
年
度
補
正
予
算
）を
活
用
し
、

簡
易
ベ
ッ
ド
や
炊
き
出
し
用
資
機
材
な
ど
も
購
入
し

て
い
ま
す
。

平
時
の
利
用
と
し
て
、各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
設

置
し
、
町
の
取
組
紹
介
と
併
せ
て
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
快
適
性
、
利
便
性
の
周
知
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、被
災
地
を
支

援
す
る
た
め
に
、他
地
域
へ
の
派
遣
も
想
定
し
て
い

ま
す
。

粟
島
浦
小
中
学
校
で
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
の
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た

冬
の
関
川
村
を
満
喫
！

２
月
の
雪
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介

4
月
13
日
か
ら
粟
島
浦
小
中
学
校
に
て
、
ス
ク
ー

ル
ラ
ン
チ（
給
食
）の
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

は「
地
域
み
ら
い
創
造
事
業
」を
推
進
す
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
た
ち
が
調
理
し
て
お
り
、月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
週
5
日
提
供
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
週
2

日
の
お
弁
当
給
食
で
し
た
が
、提
供
内
容
と
提
供
日

を
拡
大
し
ま
し
た
。

提
供
初
日
の
献
立
は「
豚
肉
生
姜
焼
き
、ア
ス
パ
ラ

の
お
か
か
炒
め
、さ
つ
ま
い
も
オ
レ
ン
ジ
煮
、味
噌
汁
、

ご
飯
」（
掲
載
画
像
の
も
の
）で
し
た
。
育
ち
盛
り
の
児

童
生
徒
た
ち
の
健
康
を
考
慮
し
た
、栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
食
べ
た
児
童
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
優
し
い

味
が
す
る
」「
温
か
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
く

る
な
ど
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、し
お
か
ぜ
留

学
生
と
し
て
粟
島
浦
村
に
離
島
留
学
し
て
い
る
児
童

生
徒
か
ら
は「
前
の
学
校
の
給
食
を
思
い
出
し
て
懐

か
し
い
」と
い
っ
た
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

関
川
村
で
は
、冬
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
る

２
つ
の
伝
統
的
な
雪
イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
２
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
！

冬
の
関
川
村
へ
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

①
お
お
い
し
ど
も
ん
こ
ま
つ
り

「
ど
も
ん
こ
」と
は
関
川
村
の
方
言
で「
か
ま
く
ら
」

の
こ
と
。
巨
大
な
か
ま
く
ら
や
楽
し
い
雪
遊
び
で
、大

人
も
子
ど
も
も
大
興
奮
！

②
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る

約
千
本
の
雪
灯
籠
や
美
し
い
雪
像
に
明
か
り
が
灯

り
、一
面
が
幻
想
的
な
世
界
に
包
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
後
は
、村
内
の
日
帰
り
温
泉「
ゆ

〜
む
」で
冷
え
た
体
を
じ
ん
わ
り
温
め
る
の
が
お
す

す
め
の
黄
金
ル
ー
ト
で
す
。

佐
渡
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区

問い合わせ先／
関川村 地域政策課
TEL 0254-64-1478

窓
口
B
P
R
の
取
組

〝
住
民
も
職
員
も
共
に
ハ
ッ
ピ
ー
に
！
〞

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
集
う
交
流
拠
点

全
天
候
型
あ
そ
び
の
広
場「
あ
が
り
ー
な
」

弥
彦
村
で
は
、デ
ジ
タ
ル
庁
の
窓
口
B
P
R
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
活
用
し
、令
和
６
年
11
月
に

窓
口
利
用
体
験
調
査
を
行
う
な
ど
、
課
横
断
で
窓
口

B
P
R
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

庁
内
の
掲
示
物
の
整
理
や
案
内
表
示
の
見
直
し
等
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
組
を
進
め
、令
和
８
年
１
月

の
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
移
行
に
あ
わ
せ
て
、

窓
口
D
X
S
aａ
S
を
稼
働
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
は
あ
く
ま
で
手
段
で
あ
り
、重
要
な
の
は
、

そ
れ
を
活
か
す
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
体
制
の
整
備

で
す
。
そ
の
た
め
、窓
口
D
X
S
a
ａ
S
の
効
果
的
な

運
用
を
目
指
し
て
、机
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
大
幅
に

見
直
し
、職
員
・
来
庁
者
の
動
線
を
簡
略
化
し
ま
し
た
。

職
員
の
声「
移
動
が
ラ
ク
に
な
っ
た
」や
、利
用
者
か

ら
の
５
段
階
評
価
で
平
均
4.5
ポ
イ
ン
ト
と
高
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、住
民
・
職
員
が
と
も
に
ラ
ク
に
な
る
理
想

の
窓
口
を
目
指
し
て
B
P
R
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

阿
賀
町
で
は
、子
育
て
環
境
の
充
実
と
交
流
人
口
の

拡
大
を
目
的
と
し
て
、2
0
2
4
年
6
月
に
全
天
候
型

あ
そ
び
の
広
場「
あ
が
り
ー
な
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

道
の
駅「
阿
賀
の
里
」
敷
地
内
に
整
備
さ
れ
た
施
設
で
、

阿
賀
町
産
木
材
を
活
用
し
た
坂
の
広
場
や
大
型
ネ
ッ
ト

遊
具
、デ
ジ
タ
ル
砂
場
、ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
を
備
え
、天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊

べ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
、町
内

外
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
なっ

て
お
り
、開
設
以
来
、来
場
者
数
は
20
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。
現
在
で
は
、阿
賀
町
の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し

て
定
着
す
る
と
と
も
に
、道
の
駅
利
用
者
の
増
加
や
周

辺
観
光
施
設
へ
の
周
遊
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、子

育
て
支
援
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
支
え
る
施
設
と
し
て
、

多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
私
の
推
し
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
開
催
中

佐
渡
で
出
会
っ
た
美
し
い
風
景
、食
、人
と
の
ふ
れ
あ
い
、

忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
な
ど
、皆
さ
ん
が
感
じ
た
佐
渡
の「
推

し
」の
魅
力
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
投
稿
い
た
だ
く
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
観
光
で
佐
渡
に
お
越
し
の

皆
さ
ま
や
佐
渡
在
住
の
皆
さ
ま
な
ど
、ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

キ
ャ
ンペ
ー
ン
期
間
中
の
投
稿
の
中
か
ら
、審
査
に
よ
り

合
計
70
名
様
に
佐
渡
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
年
分
、佐
渡
汽
船

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
往
復
乗
船
券
、宿
泊
券
、食
事
券
な
ど

の
豪
華
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

あがりーな

さかのひろば
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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
学
に
よ
る
「
味
の
特
性
分
析

サ
ー
ビ
ス
」
と
I
T
企
業
に
よ
る
商
品
開
発
A
I
シ
ス
テ

ム
「
i
D
e
a
r
k
（
ア
イ
デ
ィ
ア
ー
ク
）」
が
２
本
の
柱

で
す
。

　
前
者
は
産
品
を
デ
ー
タ
化
し
て
特
徴
を
伝
え
る
こ
と
で
、

消
費
行
動
の
変
化
や
商
品
価
値
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で

す
。
後
者
は
食
品
メ
ー
カ
ー
の
社
内
に
蓄
積
さ
れ
た
過
去

の
レ
シ
ピ
や
試
作
の
記
録
と
、
W
e
b
上
の
市
場
ト
レ
ン

ド
情
報
を
A
I
が
整
理
、
加
工
し
、
担
当
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
デ
ー
タ
化
し
て
資
産
に
変
え
る
こ
と
で
、
企
画
か
ら
開

発
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ

の
2
本
の
柱
を
軸
に
、
令
和
8
年
6
月
時
点
で
72
社
が
参

画
す
る
「
お
い
し
さ
D
X
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
元
の
基
幹
産
業
で
あ
る
食
品
製
造
業
の
付

加
価
値
を
、い
か
に
し
て
高
め
る
か
」そ
の
問
い
に

向
き
合
い
、新
潟
市
は「
に
い
が
た
２
km
お
い
し
さ

D
X
産
学
官
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。内
閣
府
の
地
方
大
学・地
域
産
業
創
生
交
付

金
を
活
用
し
た
10
年
計
画（
令
和
７
〜
16
年
度
）

で
、市・新
潟
大
学・I
T
企
業（
㈱
メ
ビ
ウ
ス
）が

三
位
一
体
で
推
進
し
、今
年
で
２
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　
大
学
の
分
析
技
術
と
I
T
企
業
の
商
品
開
発

A
I
を
組
み
合
わ
せ
、最
先
端
技
術
を
い
か
に
社

会
実
装
し
て
い
く
か
。前
例
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
な
い

新
規
事
業
を
前
に
、現
場
で
汗
を
か
く
行
政
職
員

の
仕
事
の
舞
台
裏
に
迫
り
ま
す
。

【新潟市】
○人口※1：751,099人
○世帯数※1：354,485世帯
○面積※2：726.01㎢
※1 R8.6末現在
※2 R8.1.1現在

県
内
市
町
村
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〇「
前
例
が
な
い
」
は
、
チ
ャ
ン
ス
だ

　
自
分
が
担
当
し
て
い
る
事
業
が
楽
し
い
か
、
苦

し
い
か
の
判
断
は
す
べ
て
自
分
次
第
で
す
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
「
前
例
が
な
い
」
事
業
は
、

役
所
に
い
る
と
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
チ
ャ
ン

ス
で
す
。 

何
と
言
っ
て
も
、
過
去
に
縛
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
の
で
、
自
分
の
意
見
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

施
策
へ
反
映
し
、
自
ら
現
場
を
動
か
し
て
い
け
る

か
ら
で
す
。
当
然
責
任
も
伴
い
ま
す
が
、
失
敗
を

恐
れ
ず
「
そ
の
日
、
そ
の
時
の
私
が
出
し
た
最
善
」

を
毎
日
繰
り
返
し
て
い
れ
ば
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

組
織
の
壁
や
前
例
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
上
司
に

ど
ん
ど
ん
提
案
し
て
、
実
行
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

若
手
職
員
が
突
撃
！

前
例
な
し
、マ
ニュ
ア
ル
な
し
の
10
年
計
画
に
挑
む
！

新
潟
市「
お
い
し
さ
D
X
」２
年
目
の
リ
ア
ル

新潟市

おい
し
さ
を
可
視
化
し
た
デ
ー
タ
が
売
上
を
動
か
し
た

２
年
目
の
リ
ア
ル
！
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
が
鍵
だった

10
年
計
画
を
組
織
で
動
か
す﹁
熱
量
の
持
続
﹂とい
う
課
題

２
本
の
柱
と
産
学
官
共
創
の
特
徴

〇「
茹
で
」
vs
「
焼
き
」
の
違
い
を
デ
ー
タ
化

　―

置
く
だ
け
で
枝
豆
の
売
上
が
最
大
２
倍
に―

　
最
初
の
成
果
が
、枝
豆
の
実
証
実
験
で
し
た
。
大
学
が「
茹

で
」
と
「
焼
き
」
で
旨
味
や
苦
味
・
雑
味
が
ど
う
変
わ
る
の

か
を
科
学
的
に
分
析
し
、
違
い
を
味
覚
チ
ャ
ー
ト
で
「
見
え

る
化
」
し
ま
し
た
。
居
酒
屋
に
味
覚
チ
ャ
ー
ト
付
き
P
O
P

を
置
く
だ
け
で
、『
焼
い
た
ら
味
変
わ
る
の
？
』
と
い
う
会

話
が
生
ま
れ
、
追
加
注
文
が
増
加
。
協
力
４
店
舗
で
売
上
が

1.2
〜
２
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
南
蛮
エ
ビ
の
事
例
で
も
新
た
な
可
能

性
を
見
せ
て
お
り
、「
ぷ
り
ぷ
り
」
で
は
な
く
「
ね
っ
と
り
」

し
た
食
感
や
旨
味
の
強
さ
を
デ
ー
タ
で
証
明
し
、
顧
客
の
関

心
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
大
の
特
徴
は
、
産
学
官
の
「
フ
ラ
ッ
ト

な
関
係
性
」
と
「
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
圧
倒
的
な
熱
量
」
で
す
。

　
市
は
「
事
務
局
」
と
し
て
全
体
の
方
向
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
つ
つ
、
事
業
責
任
者
は
I
T
企
業
、
副
事
業
責
任
者
は

大
学
が
担
う
体
制
を
構
築
。
行
政
が
し
っ
か
り
全
体
を
支
え

な
が
ら
も
、
産
学
官
の
誰
も
が
対
等
に
意
見
を
交
わ
し
合
え

る
関
係
性
が
事
業
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
日
程
調
整
の
段
階
か
ら
優
先
的
に
調
整
し
て

駆
け
つ
け
て
く
れ
る
た
め
、
企
業
や
大
学
の
こ
の
熱
量
に
負

け
な
い
よ
う
、
市
と
し
て
も
全
力
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
し
続

け
る
こ
と
を
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

○
味
噌
の
デ
ー
タ
か
ら
生
ま
れ
た
新
商
品

　
地
元
味
噌
５
種
類
の
個
性
を
チ
ャ
ー
ト
化
し
た
と
こ
ろ
、

と
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
人
が
『
こ
の
特

徴
の
味
噌
な
ら
、
あ
の
食
材
と
合
う
は
ず
だ
』
と
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
新
た
な
ピ
ザ
を
開
発
。
今
で
は

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
に
次
ぐ
店
の
２
番
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
、「
味
噌
カ
ツ
」
を
開
発
し
、
カ
ツ
全

体
の
売
上
が
1.7
倍
に
な
っ
た
居
酒
屋
も
あ
り
ま
す
。

　
分
析
デ
ー
タ
が
料
理
人
の
創
造
性
を
引
き
出
し
、
そ
れ

が
形
と
し
て
商
品
に
な
る
。
ま
さ
に「
デ
ー
タ
か
ら
商
品
へ
」

の
流
れ
が
１
本
の
線
と
し
て
つ
な
が
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
長
期
に
わ
た
る
10
年
計
画
に
お
い
て
、
市
と
し
て
の
一
番

の
課
題
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
続
性
」
で
す
。
大
学
や
民

間
と
対
等
に
渡
り
合
い
、国
と
も
折
衝
し
続
け
る
た
め
に
は
、

担
当
者
の
高
い
熱
量
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
正
直
に
言
う
と
、
現
在
は
特
定
の
キ
ー
マ
ン
に
よ
る
人
脈

や
営
業
力
、熱
量
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。

人
事
異
動
が
あ
る
な
か
で
、
こ
の
「
個
人
の
熱
量
」
を
い
か

ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る
必
要
が
あ
り
、「
参
画
事
業
者
の
拡

大
」
が
不
可
欠
で
す
。
な
か
で
も
特
に
難
航
し
て
い
た
の
が

飲
食
店
で
、
日
々
多
忙
な
た
め
、
メ
ー
ル
な
ど
の
間
接
的
な

手
法
で
は
情
報
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
た
ど
り
着
い
た
答
え
が
、
ラ
ン
チ
営
業
を
終
え

た
午
後
の
時
間
帯
を
狙
っ
て
「
直
接
お
店
に
会
い
に
行
く
」

で
し
た
。対
面
だ
か
ら
こ
そ
伝
わ
る
熱
量
が
あ
る
か
ら
で
す
。

当
グ
ル
ー
プ
の
長
も
、
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
自
ら
現
場
へ
営

業
に
出
か
け
、
帰
っ
て
き
て
は
『
好
感
触
だ
っ
た
よ
！
』
と

報
告
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
感
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
動
い
て
い
ま
す
。

〇
事
業
者
と
研
究
デ
ー
タ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
繋
ぐ
架

け
橋
と
し
て

　
現
在
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
市

が
そ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
事
業
者
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
地
道
に
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
底
に
は
、「
研
究
を
研
究
で
終

わ
ら
せ
な
い
」
と
い
う
強
い
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
大
学
の

先
生
方
も
、
自
ら
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
を
本
気
で
望
ま

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、現
場
と
研
究
を「
つ
な
ぐ
人
間（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）」
が
い
な
け
れ
ば
叶
い
ま
せ
ん
。
現
場
・

研
究
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
３
者
を
つ
な
ぎ
、
社
会
実
装

ま
で
伴
走
す
る
。
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
こ
そ
が
、
私
た
ち

市
職
員
の
重
要
な
仕
事
な
の
だ
と
、
こ
の
２
年
間
の
現
場
を

通
じ
て
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

▲南蛮エビPOP

▲「おいしさDX」２本の柱

〇「
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
事
業
者
が
集
ま
る
」
わ
け
で
は
な
い

　
１
年
目
は
「
分
析
デ
ー
タ
さ
え
あ
れ
ば
、
事
業
者
が
自
然

と
集
ま
る
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
に
甘
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ー
タ
を
誰
に
ど
う
届
け
、
ど
う
使
っ

て
も
ら
う
の
か
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

が
い
な
け
れ
ば
、
大
学
の
研
究
成
果
は
宙
に
浮
い
て
し
ま
い

社
会
実
装
さ
れ
ま
せ
ん
。
２
年
目
で
最
も
痛
感
し
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
点
で
し
た
。

〇
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
強
力
な
武
器
と
し
て
デ
ー
タ
を
届
け
る

　
味
噌
の
事
例
が
う
ま
く
い
っ
た
の
も
、
元
々
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
自
発
的
に
動
い
て
い
た
事
業
者
へ
デ
ー
タ
を
提

供
し
た
か
ら
で
す
。
枝
豆
や
南
蛮
エ
ビ
も
、「
こ
の
食
材
を

売
り
た
い
」
と
い
う
生
産
者
や
飲
食
店
の
思
い
が
先
に
あ
る

か
ら
こ
そ
、
デ
ー
タ
が
活
き
ま
し
た
。

　「
分
析
デ
ー
タ
を
起
点
に
事
業
者
を
集
め
る
」
の
で
は
な

く
、「
既
に
目
的
を
持
っ
て
動
い
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
、

強
力
な
武
器
と
し
て
デ
ー
タ
を
使
っ
て
も
ら
う
」、
こ
の
順

番
が
重
要
で
し
た
。

〇
難
航
す
る
飲
食
店
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

―

た
ど
り
着
い
た
「
ラ
ン
チ
後
の
突
撃
営
業
」―

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
前
に
進
め
る
た
め
に
は
、
共
創
コ
ミ
ュ

に
組
織
の
「
仕
組
み
」
へ
と
落
と
し
込
み
、
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
く
か
。こ
れ
が
今
見
え
て
き
た
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

　
一
方
で
、
確
か
な
希
望
の
光
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
点
と
な
り
、「
本
気
で
地
域
を
変
え
よ
う
」

と
す
る
事
業
者
た
ち
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
枠
を
超
え
て
独

自
に
動
き
始
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
熱

は
確
実
に
地
域
へ
と
伝
わ
り
、自
走
の
種
を
撒
い
て
い
ま
す
。

今回取材にご協力いただいた
新潟市都市政策部 間島さん
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令
和
６
年
度
か
ら
環
境
局
環
境
対

策
課
で
お
世
話
に
な
って
い
ま
す
。

　
私
は
自
然
共
生
室
鳥
獣
管
理
係

で
、野
生
鳥
獣
の
管
理
や
保
護
の
業
務

を
し
て
い
ま
す
。管
理
の
分
野
で
は
、

有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
担
い
手
の
確

保
に
関
す
る
補
助
事
業
な
ど
の
事
務

を
行
い
、保
護
の
分
野
で
は
、ケ
ガ
を
し

た
動
物
の
保
護（
捕
獲
）や
、鳥
獣
保

護
区
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
内
で
の
事
務
だ
け
で
な
く
、現
場

や
庁
舎
外
で
多
く
の
人
と
関
わ
る
機

会
が
あ
る
た
め
、日
々
新
鮮
な
気
持
ち

で
業
務
に
携
わ
って
い
ま
す
。

　
県
庁
の
業
務
は
、分
野
が
多
岐
に

渡
って
い
る
こ
と
や
、事
務
執
行
の
合
意

形
成
方
法
が
市
役
所
と
は
異
な
る
部

分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、最
初
は
戸
惑
う

場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

係
員
や
上
司
、関
係
課
、地
域
振
興
局

な
ど
多
く
の
み
な
さ
ん
の
人
柄
の
良
さ

と
豊
富
な
知
識
に
助
け
ら
れ
、一
歩
ず

つ
業
務
を
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
当
係
で
は
、「
ク
マ
」へ
の
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。私
が
着
任
し
た
令
和
６
年

度
か
ら
は
、指
定
管
理
鳥
獣
へ
の
追
加

や
大
量
出
没
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。私
は
直
接

の
担
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

課
題
解
決
の
た
め
、計
画
の
改
定
や
多

く
の
関
係
機
関
と
の
調
整
を
迅
速
に

行
い
、施
策
を
推
進
す
る
様
子
を
間
近

で
見
て
き
ま
し
た
。そ
の
ス
ピ
ー
ド
感

と
正
確
さ
を
兼
ね
備
え
た
仕
事
の
進

め
方
は
、ま
さ
に
模
範
と
な
る
も
の
と

感
じ
、大
変
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
県
庁
で
の
日
々
は
、抱
え
て
い
た
不

安
を
忘
れ
る
ほ
ど
、多
く
の
学
び
と
出

会
い
と
刺
激
が
あ
り
ま
す
。自
分
自
身

の
成
長
に
つ
な
が
る
す
ば
ら
し
い
環
境

で
、業
務
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
残
り
わ
ず
か
な
派
遣
期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、引
き
続
き
責
任
を
も
っ
て

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

桑
原
　悠

県
環
境
対
策
課 

南
魚
沼
市

　
令
和
７
年
度
か
ら
の
２
年
間
、都
市

政
策
部
都
市
交
通
政
策
課
地
域
交
通

整
備
室
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、郊

外
部
の
路
線
バ
ス
や
各
区
の
区
バ
ス
・

住
民
バ
ス
等
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
度
は
、区
バ
ス
の
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
て
平
成
27
年
度
か
ら
導
入

し
て
い
る
区
バ
ス
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

の
更
新
に
携
わ
り
、新
シ
ス
テ
ム
導
入

に
向
け
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
業
務
を
担
当
す

る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、仕
様
書
の
作

成
や
事
業
者
選
定
な
ど
慣
れ
な
い
業

務
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、関
係
者
と
の

調
整
を
重
ね
な
が
ら
進
め
、無
事
に
導

入
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
か
ら
は
当
室
の
重
要

事
業
で
あ
る
新
潟
市
南
区
及
び
周
辺

地
域
の
生
活
交
通
効
率
化
事
業
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。A
I
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
運
行
に
向
け
て
、A
I
シ
ス

テ
ム
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
や
電
話
受
付
事

業
者
と
の
契
約
、法
定
会
議
で
の
説
明

資
料
の
作
成
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
、

室
全
体
で
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。地
域
の
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
重
要
な
事
業
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、大
き
な
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
派
遣
期
間
中
は
政
策
形
成
に
関
す

る
業
務
が
中
心
と
な
り
、県
庁
で
経
験

し
て
き
た
事
業
執
行
や
予
算
業
務
と

は
異
な
る
視
点
が
求
め
ら
れ
る
た
め

戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
、予
算
事
務
や
関
係
機
関
と
の
調
整

な
ど
、こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
、各
区
役
所
と
の
連
携

が
求
め
ら
れ
る
現
在
の
業
務
に
も
役

立
って
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
派
遣
期
間
も
残
り
約
半
年
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
の
２
年
間
で
得
た
知
識

や
経
験
を
県
庁
に
戻
っ
た
後
も
活
か
せ

る
よ
う
、引
き
続
き
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

米
倉
　菜
美

係員の集合写真（前列左から2番目が桑原）

こちらのビルで働いています。

新
潟
市
都
市
交
通
政
策
課

新
潟
県
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おすすめ！

ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
品
の
紹
介

村
上
市

 

魚
沼
市

粟
島
浦
村

「
純
米
大
吟
醸
目
黒
五
郎
助
」
と
「
純
米
吟
醸
越

乃
雪
蔵
」
の
２
本
セ
ッ
ト

　
魚
沼
市
と
い
え
ば
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
印
象
が

強
い
で
す
が
、
雪
国
の
清
ら
か
な
水
と
米
づ
く
り
の

文
化
に
育
ま
れ
た
日
本
酒
も
、
当
市
の
魅
力
の
一

つ
で
す
。
今
回
紹
介
す
る
玉
川
酒
造
の
「
純
米
大

吟
醸
目
黒
五
郎
助
」
と
「
純
米
吟
醸
越
乃
雪
蔵
」

の
２
本
セ
ッ
ト
は
、
金
賞
・
プ
ラ
チ
ナ
賞
な
ど
合
計

７
冠
に
輝
い
た
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
日
本
酒

で
す
。
目
黒
五
郎
助
は
華
や
か
な
吟
醸
香
と
旨
み

の
調
和
が
特
長
で
、
越
乃
雪
蔵
は
魚
沼
の
雪
解
け

伏
流
水
で
仕
込
ん
だ
、
す
っ
き
り
と
し
た
淡
麗
な

味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。
ど
ち
ら
も
一
升
瓶
で
専
用

化
粧
箱
入
り
の
た
め
、
ご
家
庭
で
の
飲
み
比
べ
は
も

ち
ろ
ん
、
大
切
な
方
へ
の
贈
答
用
に
も
適
し
て
い
ま

す
。
米
だ
け
で
は
な
い
魚
沼
の
魅
力
を
、
日
本
酒

を
通
し
て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
お
礼
品
で
す
。

　「
特
集
」で
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
事
業

と
し
て
、佐
渡
市
の
事
例
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
は
、地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
と
と
も
に
、県
内
各
地
域
の
魅
力

を
世
界
中
に
広
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。今
回
ご
紹
介
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入

を
進
め
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し

な
が
ら
、各
地
域
の「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
価
値
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　「
施
策
取
組
紹
介
」で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。更
新

需
要
の
増
加
に
向
け
、円
滑
な
窓
口
体
制
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、市
町
村
職
員
の
負

担
軽
減
及
び
住
民
利
便
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。ご
紹
介
し
て
い
る
国
の
支
援
や
県
内

市
町
村
の
事
例
等
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、ぜ

ひ
積
極
的
な
取
組
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
活
用
シ
ー
ン
も
拡
大
し
て
い
る
た
め
、職
員

や
住
民
の
皆
様
へ
の
ご
周
知
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
最
後
に
、取
材
や
寄
稿
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
I
）

人
気
ご
当
地
ア
イ
ス
2
種
4
個
セ
ッ
ト

づ
ん
だ
ア
イ
ス
2
個
＆
あ
ま
ど
こ
ろ
ミ
ル
ク
ア
イ
ス
2
個

　
粟
島
は
、
新
潟
県
村
上
市
の
北
西
約
35 
　
、
周

囲
約
23
　
の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
自
然
豊
か
な
島
で

す
。
そ
ん
な
粟
島
の
旨
味
を
生
か
し
た
返
礼
品
の

「
づ
ん
だ
ア
イ
ス
＆
あ
ま
ど
こ
ろ
ミ
ル
ク
ア
イ
ス
」

の
セ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　

【
づ
ん
だ
ア
イ
ス
】

　
粟
島
の
良
質
な
土
が
育
ん
だ
在
来
種
大
豆
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
で
す
。
枝
豆
の
優
し

い
風
味
と
ほ
の
か
な
甘
み
が
後
を
引
く
美
味
し
さ

と
な
っ
て
い
て
、
ご
褒
美
ス
イ
ー
ツ
や
お
や
つ
な

ど
に
お
す
す
め
。

【
あ
ま
ど
こ
ろ
ミ
ル
ク
ア
イ
ス
】

　
粟
島
に
自
生
し
て
い
る
山
菜
「
あ
ま
ど
こ
ろ
」

の
根
っ
こ
の
部
分
を
炒
っ
て
ミ
ル
ク
と
合
わ
せ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
で
す
。
ほ
う
じ
茶
の
よ
う
な

香
ば
し
い
味
わ
い
が
特
徴
で
、「
一
度
食
べ
る
と
ハ

マ
る
！
」
と
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
ア
イ
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
は
セ
ッ
ト
に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

二
つ
を
食
べ
比
べ
て
み
て
粟
島
の
味
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先／村上市観光課
TEL 0254-75-8943
FAX 0254-53-3840

問い合わせ先／魚沼市 地域創生課
TEL 025-792-9752　MAIL chiiki@city.uonuma.lg.jp

問い合わせ先／一般社団法人 粟島観光協会
TEL 0254-55-2146　FAX 0254-55-2323

①
鮭
製
品

　
独
自
の
鮭
文
化
が
今
も
根
付
く
村
上
市
。
鮭
の

全
て
を
無
駄
な
く
使
い
き
る
村
上
の
鮭
料
理
は

1
0
0
種
類
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
代

表
料
理
の
塩
引
鮭
は
、
職
人

に
よ
っ
て
丁
寧
に
仕
込
ま
れ
、

北
西
の
冷
た
い
風
の
中
に
さ

ら
さ
れ
て
ゆ
っ
く
り
乾
き
な
が

ら
、
発
酵
、
熟
成
し
、
旨
み

を
凝
縮
し
て
い
き
ま
す
。
他

に
も
、
鮭
の
生
ハ
ム
や
鮭
の
酒

び
た
し
な
ど
、
村
上
な
ら
で

は
の
味
を
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。

②
村
上
茶

　
江
戸
時
代
初
期
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る

村
上
茶
。
今
で
は
北
限
の
茶

処
と
し
て
、
全
国
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、

春
先
の
寒
暖
差
や
日
照
時
間

の
短
さ
か
ら
、
渋
味
の
も
と

と
な
る
タ
ン
ニ
ン
の
少
な
い
、

ま
ろ
や
か
さ
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
手
軽
に
飲
む
こ
と
が

で
き
る
ペッ
ト
ボ
ト
ル
や
テ
ィ
ー

パッ
ク
も
お
す
す
め
で
す
。

③ 

瀬
波
温
泉
利
用
券

　
瀬
波
温
泉
の
魅
力
は
、
何
と
いって
も
日
本
海
に

沈
む
夕
日
を
眺
め

な
が
ら
、
ゆ
っ
た

り
と
お
湯
に
つ
か

れ
る
こ
と
で
す
。

新
鮮
な
海
の
幸
を

た
っ
ぷ
り
と
食
し

な
が
ら
、
心
も
身

体
も
温
ま
り
、
至

福
の
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
い
た
だ

け
ま
す
。

編
集
後
記

本号の表紙
　特集を組んだ「佐
渡島」にて、佐渡島の
文化を満喫する外国
人観光客の様子で
す。佐渡島でしかで
きない体験を楽しん
でいるようです。

ふるさとチョイス

ふるさとチョイス

市 町 村 と 県 を ネットワ ー ク す る
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前例なし、マニュアルなしの10年計画に挑む！新潟市「おいしさDX」２年目のリアル

若手職員が突撃！20新潟県地域おこし協力隊（ニイガタコラボレーターズ）ユ ミンヒョンさん

6 地域づくりインタビュー

マイナンバーカードの更新需要を踏まえた対応と利活用の拡大について

施策・取組紹介8

地域伝言板3010

地方自治とまちづくりの情報誌

村上市　魚沼市　粟島浦村

桑原 悠さん（南魚沼市→県環境対策課）米倉 菜美さん（県→新潟市都市交通政策課）ふるさと納税お礼品の紹介
23

人事交流近況報告22

22 特集 「金山」が拓く、新潟のインバウンド新時代へ～世界遺産「佐渡島の金山」を契機とした佐渡市のインバウンド受入環境整備事業～

「金山」が拓く、新潟のインバウンド新時代へ～世界遺産「佐渡島の金山」を契機とした佐渡市のインバウンド受入環境整備事業～
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